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じ
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【今月の主な記事】

世
界
に
は
ば
た
け
！

都
城
の
子
ど
も
た
ち

特
集

◉「緊急」  ごみ減量化、まったなし！
◉2016  島津発祥まつり  ほか



世界にはばたけ！　都城の子どもたち

　市では、国際感覚豊かな子どもたちを育成する、さまざまな取り組みを進めています。
　今回は、８月と９月に実施した「中学生海外交流事業」と、国際化に対応する人材育成を支える外国語
指導助手（ＡＬＴ）の活動を紹介します。

◎問い合わせ　学校教育課　☎ 23-9544

　 英 語 が 好 き で、
学校で学んだこと
がどのくらい通用
するのか試してみ
たいと思い、参加
しました。
　初めての海外と
いうこともあり少

し不安を感じていましたが、手を振っ
て出迎えてくれるなど穏やかな人が多
く、とても友好的な印象を受けました。
英語はスラスラとは話せませんでした
が、単語やジェスチャーでコミュニ
ケーションを取ることができました。
　これからも、いろいろな国の人たち
と 出 会 う 機 会
が あ れ ば、 積
極 的 に 参 加 し
たいです。

内田　一輝さん
（姫城中２年）

国
際
感
覚
豊
か
な
子
ど
も
を
育
成

　

市
で
は
、
日
本
の
文
化
と
と
も
に
外

国
の
文
化
を
理
解
し
、
国
際
化
社
会
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
子
ど
も
た
ち
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
国
際

交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）
が
、
英
語
を
中
心

と
し
た
外
国
語
教
育
や
国
際
理
解
教
育

な
ど
を
行
い
、
語
学
力
の
向
上
と
国
際

感
覚
の
醸
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
は
、
海
外
の
文
化

に
対
す
る
理
解
を
よ
り
一
層
深
め
る
た

め
、
市
内
の
中
学
生
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
中
学
生
が
互
い
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
行
う
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
外
国
の
文

化
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
、
国
際
感
覚

豊
か
な
人
材
に
育
つ
よ
う
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

海
外
で
学
校
生
活
を
体
験

　

８
月
３
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
本

市
の
中
学
生
10
人
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
近
郊
の
ク
イ
ー
ン
ズ

ラ
ン
ド
州
立
バ
ー
ペ
ン
ガ
リ
ー
・
ス
テ

イ
ト
・
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
（
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

生
徒
ら
は
、
現
地
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
、

「
バ
デ
ィ
」
と
呼
ば
れ
る
担
当
の
生
徒

と
一
緒
に
学
校
生
活
を
体
験
。
英
語
の

研
修
を
受
け
た
り
、
数
学
や
芸
術
の
授

業
に
参
加
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
を
代
表
す
る
祭
り
で
あ

る
「
盆
地
ま
つ
り
」
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
生
徒
た
ち
に
紹
介
。
祭
り
の
メ
ー

ン
で
も
あ
る
「
サ
ン
バ
ヤ
ッ
サ
」
を
披

露
し
、
一
緒
に
な
っ
て
踊
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

心に残った派遣事業
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「
み
や
こ
ん
じ
ょ
」で
も
異
文
化
交
流

　

９
月
27
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
、
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
生
徒
た
ち
を
本
市
に
招
い
て
、

姫
城
、
沖
水
、
高
城
の
各
中
学
校
で
交

流
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
生
徒
た
ち
は
、
高
千
穂

牧
場
や
関
之
尾
滝
な
ど
本
市
の
観
光
地

を
巡
っ
た
後
、
受
け
入
れ
に
応
じ
た
生

徒
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
各
学

校
の
授
業
に
参
加
。
書
道
や
七
夕
飾
り

づ
く
り
な
ど
を
通
し
て
日
本
の
文
化
を

体
験
す
る
と
と
も
に
、
給
食
や
清
掃
な

ど
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
に
は
な

い
活
動
に
も
触
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
休
み
に
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー

を
し
た
り
、
放
課
後
の
部
活
に
参
加
し

た
り
す
る
な
ど
、
生
徒
同
士
の
交
流
も

活
発
に
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
学
校
ご
と
に
趣
向
を

凝
ら
し
た
体
験
授
業
を
実
施
。
姫
城
中

学
校
で
は
「
日
本
語
を
使
っ
た
新
聞
制

作
」、
沖
水
中
学
校
で
は
、
日
本
の
風

習
で
あ
る
「
お
月
見
だ
ん
ご
作
り
」、

高
城
中
学
校
で
は
、
け
ん
玉
や
お
手
玉

な
ど
「
日
本
の
遊
び
」
を
体
験
。
Ｂ
Ｓ

Ｓ
Ｃ
の
生
徒
た
ち
は
、
初
め
て
の
体
験

に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と
し
て
生
徒
を
受

け
入
れ
た
松
山
梨り

の

か
乃
花
さ
ん
（
沖
水
中

３
年
）
は
「
言
葉
が
違
っ
て
も
、
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
を
交
え
る
な
ど
、
工
夫
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、

心
が
通
じ
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
の
文
化
の
違

い
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
違
い
が
あ
る
か

ら
こ
そ
日
本
文
化
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

英
語
の
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て
、
将
来
は

自
分
も
海
外
に
滞
在
し
て
み
た
い
」
と

笑
顔
で
目
標
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

英語に親しむ環境を提供
　小学校では５・６年生、中学校
では全学年で、日本人教師と一緒
に英語を指導。ゲームなどを楽し
みながら、英語に触れる機会を提
供しています。中学校では、英語
暗唱・弁論大会に出場する生徒の
原稿をチェックしたり、発表の仕
方なども指導したりします。これ
らをきっかけに、英語を好きにな
る生徒も増えています。

外国を身近に感じる
　語学指導以外にも、給食の時間
などさまざまな機会を通して自国
の文化を紹介。ALT との触れ合い
を通して外国の文化を身近に感じ
ることができます。

ＡＬＴからのメッセージ
　学校での授業や交流を通して、
子どもたちが世界に興味を持って
くれてうれしいです。
　見掛けたら、気軽に声を掛けて
ください。

　市では、14人のALTが、小中学校で児童・生徒の英語力の向上と、国際理解教育につながる活動
をしています。

今年度の新ALTです。よろしくお願いします

ドノヴァン・
セイさん

（アメリカ・中学校担当）

日本語を使った新聞制作（姫城中学校）

お月見だんご作り（沖水中学校）

日本の遊び体験（高城中学校）

ロス・
マーティンさん

（イギリス・小学校担当）

ジェイク・
スミスさん

（オーストラリア・小学校担当）

英語力の向上と豊かな国際感覚の育成をサポートするALT

世界にはばたけ　都城の子どもたち
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解
決
が
迫
ら
れ
る
喫
緊
の
課
題

　

ご
み
量
が
増
え
た
原
因
と
し
て
は
、

「
燃
や
せ
る
ご
み
に
資
源
ご
み
で
あ
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
白
色
ト
レ
イ
が
出
さ

れ
て
い
る
」、「
事
業
所
か
ら
出
さ
れ
る

ご
み
に
産
業
廃
棄
物
が
混
入
し
て
い

る
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
量
の
増
加
は
、
処
理
経
費
を
高

め
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
設
備

に
過
度
な
負
担
を
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、
限
り
あ
る
資
源
を
無
駄
に
し
て
い

ま
す
。

ご
み
の
減
量
は
一
人
一
人
の
行
動
か
ら

　

ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源
化
を
進
め

る
に
は
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
一

人
一
人
の
行
動
が
大
切
で
す
。

　
「
ず
っ
と
暮
ら
し
た
い
都

み
や
こ
ん
じ
ょ
城
」
を
目

指
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
と
と

も
に
、
よ
り
良
い
環
境
を
未
来
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
、
ご
み
の
減
量
化
、

分
別
に
協
力
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

市
や
県
で
は
、
４
Ｒ
運
動
を
基
本
と

し
て
、次
の
項
目
に
も
注
意
し
な
が
ら
、

ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
し
、
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
燃
や

せ
る
ご
み
と
な
っ
た
平
成
27
年
３
月
以
降
、
ご
み
の
総
排
出
量
が
大
き
く
増
加
。
こ

の
結
果
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
過
度
な
負
荷
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
ご
み
処
理
の
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
の
減
量
化
や
適
正

な
処
理
に
つ
い
て
緊
急
特
集
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
　

環
境
業
務
課　

☎
24

－
５
５
６
０

・�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
類
、
び
ん

類
、
紙
類
、
白
色
ト
レ
イ
な
ど
資
源

ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る

・�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
白
色
ト
レ
イ
は
、

洗
っ
て
か
ら
資
源
ご
み
に
出
す

・
食
べ
残
し
を
な
く
す

・�

名
刺
よ
り
大
き
な
紙
類
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
よ
う
心
掛
け
、
新
聞
や
雑

誌
類
な
ど
と
一
緒
に
資
源
ご
み
に

出
す

・�

せ
ん
定
ご
み
は
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら

持
ち
出
す

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

事
業
所
か
ら
出
さ
れ
る
本
市
の
ご
み

の
量
は
、
国
や
県
と
比
べ
て
も
非
常
に

多
い
状
況
で
、
発
生
抑
制
と
適
正
な
処

理
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
系
廃
棄
物
の
ビ
ニ
ー
ル

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
産
業
廃
棄
物

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
の
施
設
で
は
受

け
入
れ
で
き
ま
せ
ん
。

・
事
業
系
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る

・
産
業
廃
棄
物
は
、
適
正
に
処
理
す
る

ごみ減量の切り札！
4Ｒ運動  ※６月号でも紹介しています

・必要かどうか、よく考えて
から買う
・詰め替え可能な製品を選ぶ
・食材を有効に使い切る
・食べ残し、飲み残しをし
ない

ごみを減らす

(リデュース)

ｅｄｕｃｅＲ2
・レジ袋を断り、マイバッグ
を利用する
・過剰包装を断り、簡易包
装を選ぶ
・使い捨てる物（割り箸、
ストローなど）は断る

ごみになるものを断る

(リフューズ)

ｅｆｕｓｅＲ1

・ペットボトルや缶類、び
ん類、紙類、白色トレイ
の分別を徹底する
・公民館の資源ごみステー
ション、スーパーの店頭回
収、自治公民館や学校の集
団回収などを利用する

再生利用する

(リサイクル)

ｅｃｙｃｌｅＲ4
・修理して使う
・必要とする人に譲る
・リサイクルショップ、フ
リーマーケットを利用す
る

くり返し使う

(リユース)

    euseＲ3
ごみ処理に関する問い合わせ

●収集に関すること
　環境業務課	 ☎ 24-5560
●焼却処理に関すること
　クリーンセンター	 ☎ 45-6677
●埋立処分に関すること
　環境施設課	 ☎ 23-3319
●不燃物・資源処理に関すること
　リサイクルプラザ	 ☎ 36-3900
●産業廃棄物に関すること
　都城保健所	 ☎ 23-4504

１人１日当たりのごみ排出量（g ／人・日）

都城市 宮崎県 全国

生活系 事業系 合計 生活系 事業系 合計 生活系 事業系 合計

平成22
年度 659 545 1,204 649 340 989 697 279 976

平成23
年度 672 567 1,239 642 338 980 696 280 976

平成24
年度 685 539 1,224 650 336 986 685 279 964

平成25
年度 685 535 1,220 649 319 968 678 280 958

平成26
年度 699 577 1,276 645 328 973 668 279 947

ま
っ
た
な
し
！

ごみ

※市民 1 人 1 日当たりのごみ排出量は、国や県と比べて多い状況です。
　特に、事業所から出される事業系のごみ量が多くなっています 

減
量
化
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屋
外
焼
却
は
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
ご
み
な
ど
の
屋
外
焼

却
に
対
す
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
住
み
や
す
い
環
境
を
保
つ
た
め
、
ご
み
は
ル

ー
ル
を
守
っ
て
、
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　屋

外
焼
却
・
不
法
投
棄
の
情
報　
　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

	

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理　

農
産
園
芸
課　

☎
23

－
２
４
２
５

屋
外
焼
却
・
不
法
投
棄
は

違
法
行
為
で
す
！

生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
屋
外
焼
却

　

法
律
に
よ
り
、
ご
み
の
屋
外
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
違
法
な
屋
外

焼
却
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

空
き
地
な
ど
で
雑
草
や
ご
み
を
燃
や

す
行
為
は
、「
洗
濯
物
に
臭
い
が
付
く
」

「
煙
で
咳
が
止
ま
ら
な
い
」
な
ど
、
住

民
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に

発
展
し
た
り
、
健
康

に
影
響
を
及
ぼ
し
た

り
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

火
災
発
生
に
も
つ
な

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

適
正
な
処
理
に
協
力
く
だ
さ
い

　

営
農
の
た
め
の
あ
ぜ
焼
き
や
、
野
焼

き
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、

屋
外
で
の
焼
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

雑
草
や
ご
み
を
処

分
す
る
と
き
は
、
適

正
に
分
別
し
て
か
ら

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
持
ち
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
屋

外
焼
却
は
、
特
に
厳
し
い
取
り
締
ま
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
適
正
な
処
理
に
協

力
く
だ
さ
い
。

屋
外
焼
却
を
発
見
し
た
ら

　

住
み
や
す
い
環
境
を
守
る
た
め
に

は
、
市
の
監
視
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
屋
外
焼
却
を
発
見
し
た
と
き
は
、

環
境
政
策
課
や
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
、
ま
た
は
、
最
寄
り
の
交
番
へ
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
景
観
を
損
な
う
不
法
投
棄

　

家
庭
ご
み
や
産
業
廃
棄
物
な
ど
の
不

法
投
棄
に
関
す
る
苦
情
も
、
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は

新
た
な
ご
み
を
呼
び
、
さ
ら
に
大
量
の

投
棄
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
ま
ち
の
景
観
を
損
な
う

だ
け
で
な
く
、
悪
臭
の
発
生
や
、
河
川

の
水
を
汚
染
す
る
こ
と
で
生
態
系
に
も

影
響
を
与
え
ま
す
。

　

ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
を
作
る
た

め
に
は
、
一
人
一
人
の
心
掛
け
が
大
切

で
す
。
適
正
な
ご
み
処
理
に
つ
い
て
今

一
度
考
え
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
処
理
す

る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
を
防
ぐ
適
切
な
管
理

　

不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
土
地

や
建
物
の
管
理
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
特
に
、
草
が
繁
茂
し
て

い
る
な
ど
管
理
が
不
十
分
な
場
合
、
不

法
投
棄
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

外
部
か
ら
簡
単
に
ご
み
を
持
ち
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
、
柵
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど

を
設
置
し
た
り
、
定
期
的
に
除
草
を
行

っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
ご
み
な
ど
を
捨

て
に
く
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

住
み
や
す
い
環
境
を
守
る
環
境
監
視
員

　

市
内
で
は
現
在
、
68
人
の
環
境
監
視

員
が
、
各
地
区
で
の
環
境
監
視
活
動
を

定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
監
視
員
は
、
河
川
の
パ
ト
ロ
ー

ル
に
加
え
て
、
ご
み
が
捨
て
ら
れ
そ
う

な
場
所
を
巡
回
し
な
が
ら
、
不
法
投
棄

を
監
視
し
、
ご
み
の
な
い
美
し
い
環
境

を
守
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

インタビュー

環境問題は、私たち一人一人の問題です

　環境監視員とし
て６年間、地域の
環境保全活動に取
り組んでいます。
　横市地区では、
まちづくり協議会
の環境整備部会に
地区内の環境監視
員４人が参加。横

市川クリーン作戦やウオーキング大会な
どでも、ごみ拾いや環境学習を組み込む
など、住民の皆さんが環境について考え
る機会を設けています。
　このほか、不法投棄の監視やごみス
テーションでの分別アドバイスなども
行っています。これらの活動を通して不
法投棄をなくし、住みよい生活環境の維
持を目指しています。皆さんも、環境問
題を「一人一人の問題」として捉え、解
決のための取り組みに協力ください。

環境監視員

坂元  三郎さん（久保原町）
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税
金
は
自
主
納
付
が
原
則

　

雇
用
主
が
給
与
か
ら
天
引
き
を
す
る

特
別
徴
収
を
除
き
、
税
金
は
自
主
納
付

が
原
則
で
す
。
会
社
に
勤
め
て
い
る
人

は
、特
別
徴
収
で
納
税
さ
れ
て
い
る
か
、

雇
用
主
に
確
認
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
の
納
税
も
忘
れ
ず
に

　

特
別
徴
収
の
納
税
は
、
雇
用
主
が
従

業
員
の
給
与
か
ら
預
か
っ
て
納
付
し
ま

す
。
雇
用
主
の
皆
さ
ん
は
、
納
付
期
限

内
に
納
付
く
だ
さ
い
。

公
平
性
を
守
る

　

市
で
は
、
病
気
や
災
害
、
失
業
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
理
由
で
納
付
が
で
き
な

い
な
ど
、
特
別
な
事
由
で
納
税
相
談
を

し
た
場
合
を
除
い
て
、
滞
納
処
分
（
差

し
押
さ
え
）
を
行
い
、
税
の
公
平
性
を

保
っ
て
い
ま
す
。

納
税
に
携
わ
る
市
職
員
の
権
限

　

法
律
に
よ
り
、官
公
庁
や
金
融
機
関
、

滞
納
者
の
勤
務
先
な
ど
に
対
し
て
、次

の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
滞
納
者
の
財
産
の
調
査
や
捜
索

・�

財
産
調
査
に
基
づ
い
た
財
産
（
預
貯

金
・
給
与
・
生
命
保
険
・
自
動
車
・

不
動
産
な
ど
）
の
差
し
押
さ
え

ス
ト
ッ
プ
！　

滞
納 

差
し
押
さ
え
を
強
化
し
て
い
ま
す 

　

一
部
の
悪
質
な
滞
納
者
が
引
き
起
こ

す
税
の「
不
公
平
感
」。市
で
は
、税
の
公

平
な
負
担
の
た
め
、差
し
押
さ
え
を
実

施
し
て
い
ま
す
。納
期
が
過
ぎ
て
も「
納

付
」や「
相
談
」が
無
い
場
合
や
、「
相
談

し
約
束
を
し
た
が
守
ら
な
い
滞
納
者
」

に
は
、毅
然
と
し
て
差
し
押
さ
え
を
執

行
し
ま
す
。 

税
金
は
納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う 

ト
ピ
ッ
ク

月日
税

11月30日
（水） 

12月26日
（月） 

１月31日
（火） 

２月28日
（火） 

３月31日
（金） 

固定資産税 ● ●

市県民税 ●

国民健康保険税 ● ● ● ● ●

後期高齢者医療保険料 ● ● ● ●

介護保険料 ● ● ● ●

日時　毎週木曜日 19時まで
場所　納税課相談室 

　

税
金
は
、
国
や
地
方
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。
税
金
を
納
め
な
い
人
が
い

る
と
、
大
多
数
の
善
良
な
納
税
者
と
の
公
平
性
を
欠
き
ま
す
。 

　

そ
の
た
め
、
法
律
に
よ
る
強
制
力
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
納
税
の
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

納
税
課　

☎
23

－

２
１
２
６

差
し
押
さ
え
品
は
公
売
し
ま
す

　

滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
品
物

な
ど
は
、公
売
し
て
税
に
充
当
さ
れ

ま
す
。

　

差
し
押
さ
え
た
預
貯
金
な
ど
を
合

わ
せ
た
、平
成
27
年
度
の
税
充
当
額

は
、約
８
１
２
３
万
円
で
し
た
。

11月以降の各税金の納付期限 

 差し押さえ件数の推移 

（件）

（年度）

日中来庁できない人向け
に、夜間の相談窓口を開
設しています 

H23 H24 H25 H26 H27

2,000
2,080

1,750
2,063

1,866

2,366

1,000

0

広報 都城 平成28年11月号　6



　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
し
ま
す
。

　

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
や
名
義
変
更

の
手
続
き
を
し
て
も
、
そ
の
年
度
は
全

額
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、月
割
課
税
・

還
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

解
体
や
売
却
し
た
と
き
は
、
４
月
１

日
ま
で
に
所
定
の
手
続
き
を
完
了
し
て

く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な
い
場
合
、

次
年
度
も
課
税
さ
れ
ま
す
。 

　

環
境
負
荷
の
小
さ
い
車
両
の
普
及
を

図
る
た
め
、
新
車
登
録
年
月
（
初
度
検

査
年
月
）
や
燃
費
基
準
な
ど
に
よ
り
、

軽
四
輪
お
よ
び
三
輪
の
軽
自
動
車
の
税

額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

車
両
の
年
式
や
燃
費
情
報
な
ど
は
、

車
検
証
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

市
民
税
課　

☎
23

－

２
１
２
３

平
成
29
年
度
の
税
額

重
課
税
額

　

新
車
登
録
か
ら
13
年
が
経
過
し
た
車

両
に
対
し
、
重
課
税
額
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
対
象
は
、
初
度
検
査
年
月
が
平
成

16
年
３
月
以
前
の
車
両
で
す
。

新
税
額 

　

平
成
27
年
４
月
以
降
に
新
車
登
録
し

た
車
両
は
、新
税
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
28
年
度
に
軽
課
（
グ
リ
ー

ン
化
特
例
）
が
適
用
さ
れ
た
車
両
は
、

29
年
度
以
降
は
新
税
額
と
な
り
ま
す
。

旧
税
額

　

平
成
16
年
４
月
以
降
で
平
成
27
年
３

月
以
前
に
登
録
さ
れ
た
車
両
は
、
旧
税

額
と
な
り
ま
す
。

軽
課
（
グ
リ
ー
ン
化
特
例
）

　

平
成
28
年
度
内
に
新
車
登
録
さ
れ
た

車
両
で
、
排
出
ガ
ス
性
能
お
よ
び
燃
費

性
能
の
優
れ
た
車
両
に
は
、
平
成
29
年

度
の
み
軽
課
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

車種区分

旧税額
平成16年４月以
降で平成27年３
月以前の車両

 新税額
平成27年４月
以降の車両

重課税額
平成16年３月
以前の車両

四
輪
以
上

乗用・自家用 7,200円 10,800円 12,900円

乗用・営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物用・自家用 4,000円 5,000円 6,000円

貨物用・営業用 3,000円 3,800円 4,500円

三　　輪 3,100円 3,900円 4,600円

◎車種区分別の税額および申告先

◎軽課（グリーン化特例）　※平成29年度のみ適用

① 電気自動車および天然ガス自動車（ポスト新長期規制から窒素酸化物10％低減）
② 乗用：平成32年度燃費基準＋20％達成車	 貨物：平成27年度燃費基準＋35％達成車
③ 乗用：平成32年度燃費基準達成車		  貨物：平成27年度燃費基準＋15％達成車

車種区分 電気自動車など
①

ガソリン車・ハイブリッド車
平成17年度排ガス基準75％
低減達成（★★★★）に限る
② ③

四輪
以上

乗用
自家用 2,700円 5,400円 8,100円
営業用 1,800円 3,500円 5,200円

貨物用
自家用 1,300円 2,500円 3,800円
営業用 1,000円 1,900円 2,900円

三　　輪 1,000円 2,000円 3,000円

車　種　区　分 税額 申告（手続き）先

原動機付
自転車

50㏄以下 2,000円
市民税課
☎ 23‒2123
各総合支所
各地区市民センター

50㏄を超え90㏄以下 2,000円
90㏄を超え125㏄以下 2,400円
ミニカー 3,700円

小型特殊
自動車

農耕用（トラクターなど）2,400円
その他（タイヤショベルなど） 5,900円

軽二輪 125㏄を超え250㏄以下 3,600円 全国軽自動車協会宮崎事務所
☎ 0985‒51‒3070

二輪の
小型自動車 250㏄を超えるもの 6,000円 宮崎運輸支局 

☎ 050‒5540‒2088

軽四輪（乗用・貨物）　　　軽三輪 軽自動車検査協会宮崎事務所
☎ 050‒3816‒1760

軽
四
輪
・
三
輪
車
の
軽
自
動
車
税
は
、

新
車
登
録
年
月
な
ど
で
税
額
が
変
わ
り
ま
す

◎新車登録年月（初度検査年月）によって異なる税額
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11
月
12
日
㈯
か
ら
25
日
㈮
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
、性
的
暴
力
、売
買
春
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、犯
罪
行
為
で
あ
り
、重
大
な

人
権
侵
害
で
す
。男
女
が
互
い
に
尊
重

し
合
い
、女
性
に
対
す
る
暴
力
の
な
い

社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

生
活
文
化
課　

☎
23

−
２
１
２
１

本
市
の
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
の
状
況

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か

ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
。
身
体
的
暴
力
だ

け
で
は
な
く
、
精
神
的
・
性
的
暴
力
な

ど
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
、
パ
ー
ト

ナ
ー
の
心
と
身
体
を
傷
つ
け
ま
す
。
平

成
27
年
度
、
市
に
寄
せ
ら
れ
た
女
性
の

悩
み
の
相
談
件
数
９
１
７
件
の
う
ち
、

パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
問
題
が
３
８
５
件
と

最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る

相
談
は
48
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

逃
げ
ら
れ
な
い
状
況
に
追
い
込
む

「
暴
力
」

　

暴
力
を
受
け
て
い
る
人
は
「
逃
げ
た

ら
自
分
や
家
族
に
危
険
が
及
ぶ
の
で
は
」

と
い
う
恐
怖
感
や
、「
自
分
さ
え
我
慢

す
れ
ば
」と
い
う
思
い
込
み
、「
分
か
っ

て
く
れ
る
人
が
い
な
い
」
と
い
う
孤
立

感
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
、
暴
力

か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
状
況
に
陥
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
常
に
持
つ

　

ス
ト
レ
ス
が
掛
か
る
日
常
で
、
パ
ー

ト
ナ
ー
は
、
そ
の
は
け
口
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
生
活
し
て
い
く
に
は
、
お
互
い

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
日
頃
か

ら
相
手
を
気
遣
い
、「
あ
り
が
と
う
」

の
気
持
ち
を
持
っ
て
接
し
ま
し
ょ
う
。

周
り
に
い
ま
せ
ん
か
？ 

　

交
友
関
係
を
制
限
さ
れ
て
い
た
り
、

人
前
で
暴
言
を
吐
か
れ
て
い
た
り
、
身

体
に
よ
く
傷
が
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、

気
に
な
る
人
が
い
た
ら
、
声
を
掛
け
て

話
を
聞
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
の
言
葉
は
禁
物
で
す
。

【
Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
】

・
そ
の
く
ら
い
は
我
慢
し
た
ら

・
愛
さ
れ
て
い
る
証
拠

・
怒
ら
せ
る
こ
と
を
し
た
の
で
は

・
別
れ
れ
ば
い
い 

な
ど

悩
ま
な
い
で
ま
ず
は
相
談

　

相
談
窓
口
は
、
22
ペ
ー
ジ
「
女
性
相

談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る
女
性
総
合

相
談
」
な
ど
を
確
認
く
だ
さ
い
。

あなたの目の前にいる人が、あなたの一挙   一動に怯えたり、目をそらしたりしていませんか？ 

暴力では、愛情 は伝わらない
　暴力は、誰に対しても、決して許されるものではありません。 特に家庭内で起こる、配偶者からの暴力や、保護者から子どもへ
の暴力は、周りから見えにくい上に、潜在化・長期化しやすく、 重大な問題につながります。親密な関係の中でも、互いに尊重し
合う意識を持ち、一人一人が個性や能力を発揮できる、暴力の ない環境をつくりましょう。 

 家庭でできるセルフチェック 

ひとつでもチェックが付いたら、パートナー
を傷付けている可能性があります

□�話しているとき、相手が怯えたような
表情をする

□�相手が自分の意見を受け入れないとイ
ライラする

□相手が話し掛けているのに無視する
□腹が立って怒鳴ったりする
□イライラして物を投げつける
□�愛するが故の怒鳴る・殴る・蹴るは、仕
方がないと思う

□�相手の交友関係を全て知っているのは
当然だと思っている

□生活費を全て管理している
□�相手に構わず、自分の都合
　で性的行為を強要する
□避妊に協力しない

子どもの問題  68

パートナー間の
問題  385

自分自身の
問題  295

人間関係に
関する問題  43

親族の
問題  84

家計に関する
問題  34

病気に関する
問題  8

平成27年度女性総合相談（件）
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さ
し
の
べ
て 

あ
な
た
の
そ
の
手 

い
ち
は
や
く

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

全
国
的
に
児
童
虐
待
に
関
す
る
通
報

や
相
談
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
子

ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の
重
大
な

事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ

き
重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

本
市
の
児
童
虐
待
の
状
況

　

子
ど
も
を
守
る
べ
き
保
護
者
（
養
育

者
）
が
、
子
ど
も
の
身
体
や
心
を
傷
つ

け
る
行
為
、
そ
れ
が
児
童
虐
待
で
す
。

　

平
成
27
年
度
、
市
へ
の
児
童
家
庭
相

談
の
う
ち
虐
待
に
関
す
る
相
談
が
52
・

５
％
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
子
ど
も
の

衣
食
住
の
世
話
を
し
な
い
な
ど
の
ネ
グ

レ
ク
ト
が
57
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

危
険
な
言
い
訳
「
し
つ
け
で
す
か
ら
」

　

子
ど
も
に
生
活
習
慣
や
ル
ー
ル
な
ど

を
教
え
て
社
会
性
を
持
た
せ
、
自
立
さ

せ
る
た
め
に
行
う
家
庭
で
の
教
育
「
し

つ
け
」。
し
か
し
、
保
護
者
の
都
合
や

期
待
を
押
し
つ
け
、
言
葉
で
責
め
立
て

た
り
、
暴
力
で
従
わ
せ
た
り
す
る
こ
と

は
「
し
つ
け
」
で
は
な
く
、
子
ど
も
の

体
や
心
を
傷
つ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
れ

ば
「
虐
待
」
で
す
。

気
に
な
る
こ
と
は
、

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
「
子
育
て
の
相
談
相
手
が
い
な
い
」や

「
夫
婦
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
」、「
経

済
的
に
安
定
し
な
い
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
不
安
や
ス
ト
レ
ス
が
要
因
と
な
り
、

子
ど
も
へ
の
虐
待
に
つ
な
が
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。自
ら
を
振
り
返
り
、少
し
で

も
不
安
を
感
じ
た
ら
、市
や
児
童
相
談

所
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

見
守
ろ
う
！ 　

地
域
の
宝「
子
ど
も
」

　

子
育
て
中
の
人
や
子
ど
も
を
見
か
け

た
と
き
は
、
温
か
い
気
持
ち
で
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
中
で
、
気
に
な
る

こ
と
が
あ
っ
た
ら
市
や
児
童
相
談
所
な

ど
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
職
員
が
、

子
ど
も
の
安
全
確
認
や
保
護
者
の
相
談

な
ど
に
対
応
し
ま
す
。

次
の
こ
と
に
気
付
い
た
ら
、
市
や
児
童

相
談
所
へ
連
絡
く
だ
さ
い

・�

家
の
中
か
ら
怒
鳴
り
声
や
子
ど
も
の

泣
き
声
が
、
日
常
的
に
聞
こ
え
る

・
身
な
り
が
不
潔 

・�

不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る

・
人
前
で
怒
鳴
る
、
殴
る

ま
ず
は
、
相
談
く
だ
さ
い

　

相
談
窓
口
は
、
22
ペ
ー
ジ
「
子
育
て

や
虐
待
に
関
す
る
相
談
」
を
確
認
く
だ

さ
い
。

あなたの目の前にいる人が、あなたの一挙   一動に怯えたり、目をそらしたりしていませんか？ 

暴力では、愛情 は伝わらない
　暴力は、誰に対しても、決して許されるものではありません。 特に家庭内で起こる、配偶者からの暴力や、保護者から子どもへ
の暴力は、周りから見えにくい上に、潜在化・長期化しやすく、 重大な問題につながります。親密な関係の中でも、互いに尊重し
合う意識を持ち、一人一人が個性や能力を発揮できる、暴力の ない環境をつくりましょう。 

Check!
子どもに対して、
次のようなことは
ありませんか

□すぐにイライラして怒る
□泣き止まないと、手を上げる
□�言うことを聞かないと、無視
する

□腹が立つと、戸外に閉め出す
□�何気ないときに、手を振り上
げると子どもが怯える

□かわいいと思えない
□�子どもの身なりに気を遣わ
ない

□�１日、何を食べた
か関心がない
□�何日も入浴させ
ていない

平成27年度児童家庭相談

その他  
47.5％

虐待に関する
相談  52.5％

ネグレクト
57.1％

心理的虐待
31％

身体的虐待
11.9％
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国
民
健
康
保
険
の

健
全
な
運
営
に
協
力
く
だ
さ
い

増
え
続
け
る
医
療
費

　

グ
ラ
フ
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
27
年

度
の
国
保
加
入
者
数
と
一
人
当
た
り
医

療
費
の
状
況
で
す
。

　

加
入
者
数
が
年
々
減
少
す
る
一
方

で
、
医
療
技
術
の
高
度
化
や
国
保
加
入

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）制
度
は
、病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、治
療
費
負
担
を
軽

く
す
る
た
め
、加
入
者
み
ん
な
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
、お
互
い
に
助
け
合
う
制
度

で
す
。

　

今
回
は
、国
保
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
医
療
費
や
、国
保
税
の
状

況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。◎問

い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
１
２
７ 

者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
一
人
当
た
り
医

療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
27
年

度
は
38
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
齢
が
上
が
る
ご
と
に
一
人

当
り
医
療
費
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
収
納
率
と
収
納
額

　

平
成
24
年
度
以
降
、
国
保
税
の
収
納

率
は
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
加
入
者
数

の
減
少
に
伴
い
収
納
額
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
加
入
者
数
の
減
少
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
収
納
額
は
さ
ら
に
減

少
す
る
見
込
み
で
す
。

　

平
成
23
年
度
以
降
、
本
市
で
は
国
保

税
の
税
率
を
変
更
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

未
納
額
が
増
え
る
と
、
税
率
が
上
が
る

要
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

国
保
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
、
医

療
費
の
抑
制
や
国
保
税
の
期
限
内
の
納

付
に
協
力
く
だ
さ
い
。

医
療
費
抑
制
の
ポ
イ
ン
ト

○�

病
気
の
予
防
の
た
め
に
、
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
適
度
な
運
動
と
栄
養
、

休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う

○�

病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
、
毎
年
、

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

※�

健
診
結
果
を
、
生
活
習
慣
の
改
善
に

生
か
し
ま
し
ょ
う
。

○�
か
か
り
つ
け
医
や
か
か
り
つ
け
薬
局

を
持
ち
、
重
複
受
診
を
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

○�

価
格
の
安
い
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
）
を
利
用
し
ま
し
ょ

う

国
保
税
は
期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

○�

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
口
座
振
替

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

○�

期
限
内
納
付
が
困
難
な
人
は
、
納
税

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め

に
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
毎
週
木

曜
日
（
祝
日
除
く
）
は
、
19
時
ま
で

延
長
し
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
は
、
新
薬

の
特
許
が
切
れ
た

後
に
製
造
販
売
さ

れ
る
薬
で
す
。
新

薬
と
同
じ
有
効
成
分
を
同
じ
分
量
含

ん
で
い
て
、
同
等
の
効
能
・
効
果
を

持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
が
有
効

性
や
安
全
性
、
品
質
を
厳
し
く
審
査

し
承
認
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

中
に
は
、
味
や
に
お
い
の
改
善
、
保

存
性
の
向
上
な
ど
、
新
薬
よ
り
工
夫

さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
、
新
薬
に
比
べ
て
低

価
格
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
窓
口
で
支

払
う
代
金
を
減
ら
せ
る
上
、
医
療
費

全
体
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

H23

49,89449,894

46,877

48,281

350,000

320,000

340,000

360,000

380,000

400,000 51,000

41,000

43,000

45,000

47,000

49,000

349,000
355,000

370,000

389,000

H24 H25
（年度）

（円） （人）一人当り医療費 加入者数

H26 H27

45,926

44,359

※現年度分のみ

30.0

34.0

38.0

42.0

85

87

89

91

93

95

収納額 収納率

H23 H24 H25 （年度）

収
納
額
（
億
円
）

収
納
率
（
％
）

H26 H27

88.54

88.18
89.98

91.15

91.82
39.8

38.9 38.7 38.4

37.5

国保税の収納額および収納率の推移

国保加入者数と一人当たり医療費の推移

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
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慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

あなたの
腎 臓 は
大丈夫？ 

気軽に相談ください
　現在、腎機能の低下がみら
れなくても、生活習慣病など
の症状が見られる人は改善に
取り組みましょう。
　既に腎機能が低下している
場合は、かかりつけの医師に
相談し、生活習慣を見直しま
しょう。また、服薬中の場合
は、自己判断で薬の量や回数
を減らしたりせず、指示通り
に服薬しましょう。
　なお、健康課や東部・西部
保健センターでは訪問や窓
口 で の 相 談 も
行っています。
気軽に相談くだ
さい。 

体
の
機
能
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

「
腎
臓
」

　

腎
臓
は
、
血
液
中
の
老
廃
物
を
ろ
過

し
て
排
泄
す
る
ほ
か
に
、
体
内
の
水
分

量
や
電
解
質
の
調
整
、
体
の
機
能
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
ホ
ル
モ
ン
分

泌
な
ど
、
健
康
な
体
を
保
つ
た
め
に
重

要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

気
付
か
な
い
ま
ま
進
行
す
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
は
、
一
つ
の
病
気
の
病
名

で
は
な
く
、
腎
臓
の
働
き
が
徐
々
に
低

下
し
て
い
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
腎
臓
病
の

総
称
で
す
。
腎
臓
の
機
能
が
低
下
す
る

と
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
に
も
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
腎
臓
の
機
能

が
徐
々
に
低
下
し
て
い
く
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、

気
付
か
な
い
人
が
非
常
に
多
い
の
が
特

徴
で
す
。
た
だ
し
、
定
期
的
に
検
診
を

受
け
早
期
に
発
見
し
て
適
切
な
治
療
を

受
け
る
こ
と
で
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
原
因
と
重
症
化
の
流
れ

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
腎
臓
の
病
気
が
原
因
の

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
生
活
習
慣
病
が

発
端
と
な
る
場
合
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

食
べ
過
ぎ
・
飲
み
過
ぎ
や
運
動
不
足

な
ど
は
、
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し

　

成
人
の
８
人
に
１
人
が
、慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
症
状
と
進
行
を
遅
ら
せ
る
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５ 

ま
す
。
さ
ら
に
重
症
化
す
る
と
、
脳
卒

中
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
透
析
導
入
者
の
原
因

は
、
糖
尿
病
が
全
体
の
４
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

腎
臓
の
働
き
は
健
診
結
果
で
確
認

　

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
の
結
果
に
、腎
臓
の
働
き
を
数
値

で
表
し
た「
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値（
推
算
糸し
き
ゅ
う
た
い

球
体

ろ
過
量
）」が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
、
腎
臓
の

働
き
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

腎
臓
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

薄
味
の
食
事
で
減
塩

　

塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
、
血
液
量
を
増

や
し
、
腎
臓
に
負
担
を
掛
け
ま
す
。

飲
酒
は
適
量
を
心
掛
け
る

　

多
量
飲
酒
は
血
圧
を
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
お
酒
に
合
う
料
理
は
塩
分
や
カ
ロ

リ
ー
の
高
い
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、

生
活
習
慣
病
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
す
ぐ
禁
煙

　

喫
煙
に
よ
る
有
害
物
質
の
摂
取
は
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
進
行
さ
せ
ま
す
。

安
易
な
薬
の
服
用
を
避
け
る

　

サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
痛
み
止
め
に
は
、

腎
機
能
を
低
下
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
服
用
す
る
際
は
、
自
己
判
断
せ
ず

医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

C K D 重 症 化 の 流れ

合 併 症 	脳卒中、心筋梗塞、心不全 など

生 活 習 慣 病 	 糖尿病、高血圧、脂質異常症 など

悪い生活習慣	 食べ過ぎ、飲み過ぎ、運動不足、喫煙 など

重症化

影響を及ぼし合う

CKDを放置しておくと、腎機能がさら
に低下し腎不全となり、人工透析や腎
移植が必要になる場合があります腎機能の低下

CKD
（慢性腎臓病）

ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値

腎
臓
の
機
能
の
状
態

90
以
上

正
常
ま
た
は
亢こ
う
し
ん進

89
〜
60

軽
度
低
下

59
〜
30

中
等
度
低
下

29
〜
15

高
度
低
下

15
未
満

腎
不
全
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島
津
発
祥
の
地
「
都
城
」
で
11
月
12
日
㈯
か
ら
23
日
㈬
・
祝
日
に
わ
た
り
繰
り
広

げ
ら
れ
る「
島
津
発
祥
ま
つ
り
」。
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の「
明
道
館
パ
レ
ー
ド
」で
は
、

歴
代
当
主
や
都
城
島
津
家
「
私
領
一
番
隊
」
の
武
士
な
ど
が
、
都
城
島
津
邸
か
ら
神

柱
宮
ま
で
を
絢
爛
豪
華
に
練
り
歩
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
島
津
の
歴
史
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　
　

島
津
発
祥
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

☎
51

－
５
５
０
１

２０１６

都城市ホームページ

華
や
か
な
歴
史
絵
巻
を
再
現

明
道
館
パ
レ
ー
ド

●
日
時　

11
月
23
日
㈬　

11
時
30
分
～

●
コ
ー
ス　

都
城
島
津
邸
～
神
柱
宮

都
城
に
息
づ
く
歴
史
や
文
化
を
体
感
！

島
津
荘
園

●
日
時　

11
月
23
日
㈬　

11
時
～
17
時

●
場
所　

神
柱
公
園
多
目
的
広
場

◎
甲
冑
体
験
処

ど
こ
ろ

　

記
念
撮
影
も
で
き
ま
す
の
で
、
カ
メ

ラ
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い

◎
人
力
車
体
験
処

　

公
園
内
の
散
策
と
、
会
場
の
雰
囲
気

が
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
め
ま
す

◎
自じ
げ
ん
り
ゅ
う

顕
流
体
験
処

　

鹿
児
島
藩
の
武
士
た
ち
が
鍛
錬
に
励

ん
だ
、
古
流
剣
術
を
体
験
で
き
ま
す

◎
乗
馬
体
験
処

　

馬
と
触
れ
合
い
、
ゆ
っ
た
り
し
た
ひ

と
と
き
が
楽
し
め
ま
す

◎
な
ん
こ
大
会

　

腕
に
覚
え
の
あ
る
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
、

参
加
く
だ
さ
い

◎
お
雪
さ
ん
の
盃
流
し

　

関
之
尾
滝
に
伝
わ
る
「
お
雪
さ
ん
」

の
伝
説
に
ち
な
ん
だ
企
画
で
す

◎
島
津
荘
園
の
お
宝
さ
が
し

　

幼
児
と
小
学
生
を
対
象
に
し
た
宝
探

し
。
素
敵
な
お
宝
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う

島
津
剣
道
大
会

●
日
時　

11
月
12
日
㈯　

９
時
～

●
場
所　

都
城
島
津
邸

●
参
加
者　

市
内
外
の
小
学
生
剣
士

城
山
の
お
宝
探
し

●
日
時　

11
月
19
日
㈯　

11
時
～

●
集
合
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館

●
対
象
・
定
員

幼
児
、
小
学
１
年
～

３
年　

各
１
０
０
人

　
実
行
委
員
会

　
　
　

事
務
局

☎
51

－

５
５
０
１

島
津
史
跡
め
ぐ
り

●
日
時　

11
月
20
日
㈰　

９
時
～

●
集
合
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
駐
車
場

●
見
学
場
所　

都
城
島
津
邸
、
弥
五
郎

ど
ん
の
館
、
寒
天
工
場
跡
（
山
之
口
町

山
之
口
）、
志
和
池
城
跡
、
薩さ
つ
ま
ざ
こ

摩
迫
（
山

田
町
古
江
）、
釣ち

ょ
う

こ
う
院
跡
（
庄
内
町
）

な
ど

●
参
加
料　

大
人　

１
３
０
０
円
、

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

千
円

●
定
員　

30
人　

※
申
し
込
み
順

　
11
月
16
日
㈬
ま
で
に
都
城
島
津

邸　

☎
23

－

２
１
１
６

関
連
イ
ベ
ン
ト
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日
本
に
は
、
古
く
か
ら
優
れ
た
伝
統

工
芸
品
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
は
そ

の
美
し
さ
か
ら
、
美
術
工
芸
品
と
し
て

現
在
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、そ
の
中
か
ら
、

都
城
に
伝
わ
る
「
刀
」
を
展
示
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

文
化
財
課　

☎
23

－

９
５
４
７

個
性
極
立
つ
美
術
工
芸
品
「
刀
」

　

刀
は
、
時
代
や
流
派
に
よ
っ
て
変
化

し
、
制
作
者
（
刀
工
）
の
個
性
を
感
じ

と
る
こ
と
が
で
き
る
美
術
工
芸
品
で

す
。

　

地
鉄
や
刃
文
の
文
様
、
反
り
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
刀
が
特
徴
的
な
美
し
さ
を

持
ち
、
海
外
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、都
城
歴
史
資

料
館
が
所
蔵
す
る
も
の
を
中
心
に
、

「
正ま

さ
つ
ぐ次
」、「
氏う
じ
ふ
さ房
」、「
良よ
し
か
げ景
」、「
正ま
さ
あ
き明
」な
ど
、

都
城
の
刀
工
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

企
画
展
の
概
要

●
会
期　

11
月
11
日
㈮
～
１
月
９
日
㈪

※�

月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）

※
12
月
29
日
㈭
～
１
月
３
日
㈫
は
休
館

●
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館

●
入
館
料

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
生
１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
50
円
）

※（　

）は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

●
主
な
展
示
資
料

　

備び
ぜ
ん
こ
く
じ
ゅ
う

前
国
住
長お
さ
ふ
ね船

祐す
け
さ
だ定

、
紀き
い
の
く
に

伊
国

康や
す
ひ
ろ廣

、
和い
ず
み
の
か
み

泉
守
国く
に
さ
だ貞

、
日に
っ
し
ゅ
う
じ
ゅ
う

州
住

氏う
じ
ふ
さ房
、
日に
っ
し
ゅ
う
し
ょ
う
な
い
じ
ゅ
う

州
庄
内
住
寛ひ
ろ
や
す安
、
義よ
し
ず
み純

入に
ゅ
う
ど
う
じ
ゅ
ん
け
い

道
純
慶
、
薩さ
つ
ま
か
ん
こ
う

摩
官
工
平た
い
ら
の
ま
さ
よ
し

正
良
ほ
か

関
連
イ
ベ
ン
ト

【
刀
剣
講
座
～
日
本
刀
の
魅
力
に
迫
る
～
】

　

日
本
刀
の
魅
力
や
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト

を
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
27
日
㈰
、
12
月
４
日
㈰

①
10
時
～
12
時　

②
14
時
～
16
時

●
定
員　

各
10
人　

※
申
し
込
み
順

●
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館　

静
山
亭

　

11
月
14
日
㈪
～
22
日
㈫
に
文
化

財
課　

☎
23

－

９
５
４
７

　室町時代から伝わる伝統工芸品
「山

や ま が

鹿灯
とうろう

籠」を頭にのせて灯をと
もし、優雅で美しい踊りを披露す
る「山鹿灯籠踊り」は、熊本県を
代表する民俗芸能の一つ。この芸
能を伝承する「山鹿灯籠踊り保存
会」は、昭和 32 年から活動を続
けています。
　若い女性が中心の踊り手は、年
間を通して練習を重ねていて、保
存会では、後継者育成にも努めて
います。

　

都
城
市
民
俗
芸
能
保
存
連
合
会
（
加

盟
団
体
数
69
団
体
）
で
は
、
地
域
に
伝

わ
る
民
俗
芸
能
の
保
存
と
伝
承
を
目
的

に
、都
城
民
俗
芸
能
祭
を
開
催
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課

　

生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
３
２

受
け
継
が
れ
る
「
郷ふ
る
さ
と土
の
宝
」

　

都
城
に
は
、
伝
統
に
育
ま
れ
た
「
郷

土
の
宝
」
で
あ
る
民
俗
芸
能
が
、
数
多

く
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

中
に
は
、
後
継
者
不
足
に
よ
り
途
絶

え
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
、
地
域
の
高
齢
者
の
記
憶
や
残

さ
れ
た
文
献
を
元
に
、
民
俗
芸
能
を
復

活
さ
せ
、
保
存
会
を
立
ち
上
げ
た
地
域

も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、民
俗
芸
能
を
後
世
に
伝
え
、

郷
土
の
誇
り
と
す
る
た
め
、
毎
年
、
芸

能
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
大
王
小
学
校
の
児
童
ら
に

よ
る
「
平
江
俵
踊
」
や
、
地
域
間
の

文
化
交
流
を
目
的
と
し
て
、
熊
本
県

山
鹿
市
か
ら
民
俗
芸
能
団
体
を
招
き
、

「
山や
ま
が鹿
灯と
う
ろ
う籠
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
の
民
俗
芸
能
に
触
れ
る
絶
好
の

機
会
で
す
の
で
、ぜ
ひ
観
覧
く
だ
さ
い
。

第
10
回
都
城
民
俗
芸
能
祭
（
無
料
）

●
日
時　

12
月
４
日
㈰　

13
時
開
演

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
演
目　

下
長
飯
手
拍
子
太
鼓
踊
（
下

長
飯
町
）、
千
草
奴
踊
（
菓
子
野
町
）、

安
久
節
（
安
久
町
）、有
水
鉦か
ね

踊
り
（
高

城
町
）、
谷
頭
相す
も
う撲

甚じ
ん
く句

踊
り
（
山
田

町
）、
平
江
俵
踊
（
大
王
小
学
校
）、
山

鹿
灯
籠
踊
り
（
熊
本
県
山
鹿
市
）、
重

信
優
（
ゴ
ッ
タ
ン
演
奏
）

幻想的な灯りの舞い

守
り
伝
え
る

民
俗
芸
能
を

都城民俗
芸能祭

脇指（銘：井上和泉守国貞）

脇指（銘：日
にっしゅうじゅうまさあき

州住正明）

脇指（銘：日州住氏房）

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

刀

展
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まちの話題

千
年
前
の
都
城
の
中
心
地
？

郡
元
西に
し
ば
る原
遺
跡
発
掘
終
了
に
伴
う
発

掘
結
果
の
現
地
説
明
会
が
、
９
月
17
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。付
近
は
、平
安
時
代

に
平
季す

え
も
と
基
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
鎌
倉

時
代
に
か
け
て
日
本
国
内
で
最
大
規
模

と
な
っ
た
荘
園「
島
津
荘
」
が
あ
っ
た

と
さ
れ
る
場
所
。そ
の
荘
園
の
経
営
拠

点
で
あ
る
政ま

ん
ど
こ
ろ所の
一
部
と
見
ら
れ
る
大

溝
が
初
め
て
発
見
さ
れ
た
と
あ
っ
て
、

市
内
を
は
じ
め
鹿
児
島
や
熊
本
な
ど
県

外
か
ら
も
約
３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。和
田
真
理
子
さ
ん（
鹿
児
島
県
鹿

屋
市
）は「
遺
跡
を
見
て
、昔
の
人
た
ち

の
生
活
を
想
像
す
る
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク

す
る
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

県
内
初
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
開
通

山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
、９
月
24

日
か
ら
利
用
可
能
に
な
り
ま
し
た
。同

日
、
開
通
を
記
念
し
た
開
通
祝
賀
式
が

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、地
元
住
民
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
。

式
に
参
列
し
た
河
野
俊し

ゅ
ん
じ嗣

宮
崎
県
知

事
は「
一
万
人
を
超
え
る
署
名
を
集
め

る
な
ど
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
熱
意
が
整

備
に
つ
な
が
っ
た
」
と
、
開
通
ま
で
尽

力
し
て
き
た
地
元
の
人
た
ち
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。祝
賀
式
の
後
に
は
、
下
り

線
入
り
口
で
、は
さ
み
入
れ
式
を
開
催
。

参
加
者
ら
は
、
地
元
幼
稚
園
児
ら
と
と

も
に
、
待
望
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
開
通

を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

郡元西原遺跡現地説明会

山之口スマートＩＣ開通式典

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
力
作
ず
ら
り

都
城
市
美
術
展
が
９
月
17
日
か
ら
10
月
２

日
ま
で
、
市
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
出
品
さ
れ
た
絵
画
や
書
、
写
真
、

陶
芸
品
な
ど
３
１
２
点
を
展
示
。初
日
に
は
、

美
術
展
運
営
実
行
委
員
が
審
査
で
評
価
し
た

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
出
展
者
ら
に
解
説
す
る
鑑

賞
会
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

大
切
な
愛
犬
と
の
避
難
を
学
ぶ

災
害
に
備
え
て
、
避
難
時
に
愛
犬
と
一
緒

に
過
ご
す
た
め
の
対
策
を
考
え
る
研
修
が
９

月
19
日
、
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。宮
崎
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
の
メ
ン
バ
ー
が「
鑑
札
や
迷
子
札
を
着
け
、

ト
イ
レ
を
し
つ
け
る
こ
と
が
重
要
。無
駄
吠

え
せ
ず
、
人
を
嫌
が
ら
な
い
な
ど
社
会
性
を

持
た
せ
よ
う
」
と
心
構
え
を
話
し
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
熱
き
戦
い

日
本
を
代
表
す
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
が
出
場
す
る
ツ
ア
ー
大
会
が
９
月
23

日
か
ら
25
日
、
霧
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ

ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
市
出
身
の
徳
丸

信の
ぶ
よ代

選
手
や
串
間
市
出
身
の
坂
口
佳か

ほ穂
選
手

ら
が
出
場
。気
迫
溢
れ
る
選
手
ら
の
プ
レ
ー

に
熱
い
視
線
が
送
ら
れ
、
会
場
か
ら
は
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ＪＢＶツアー 2016宮崎大会 ペット同伴避難訓練 都城市美術展
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たちばな天文台開館25周年記念講演会

遠
い
か
な
た
へ
思
い
を
は
せ
る

　

た
ち
ば
な
天
文
台
開
館
25
周
年
記
念

講
演
会
が
10
月
２
日
、
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
宇
宙

開
発
な
ど
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
た

ち
を
一
目
見
よ
う
と
、
約
４
５
０
人
が

参
加
。
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」

の
生
み
の
親
の
川
口
淳
一
郎
さ
ん
は
、

近
未
来
の
宇
宙
開
発
の
様
子
を
紹
介
し
、

国
立
天
文
台
副
台
長
の
渡
部
潤
一
さ
ん

は
「
10
年
、
20
年
後
に
は
地
球
外
生
命

体
の
存
在
が
証
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と

話
し
ま
し
た
。
上

か
み
む
ら村

洋よ
う
だ
い

大
さ
ん
（
宮
崎

西
高
附
属
中
３
年
）
は
「
未
来
の
話
で

は
な
く
近
い
将
来
の
話
で
、夢
が
広
が
っ

た
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
集
う「
ま
ち
な
か
」に

　

都
城
大
丸
跡
地
に
整
備
を
計
画
し

て
い
る
、中
心
市
街
地
中
核
施
設
の
工

事
着
手
に
伴
い
10
月
７
日
、安
全
祈
願

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。工
事
関
係
者
ら

約
80
人
が
出
席
。工
事
の
無
事
と
安
全

を
祈
願
し
て
、神
事
な
ど
が
執
り
行
わ

れ
、池
田
市
長
は「
し
っ
か
り
と
整
備
を

進
め
、都
城
が
さ
ら
に
発
展
す
る
き
っ

か
け
に
し
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。中

核
施
設
は
、子
育
て
世
代
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
や
図
書
館
な
ど
、よ
り
よ
い
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
中
心
市
街
地
の

活
性
化
の
た
め
に
整
備
さ
れ
る
施
設
で
、

平
成
30
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

都
城
の「
う
ま
い
も
ん
」に
舌
鼓

　
「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
都
城
」
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
す
る
焼
肉
カ
ー
ニ
バ
ル
み
や
こ
の

じ
ょ
う
が
10
月
１
日
、
高
城
観
音
池
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
ら
は
、
卓
上
に

用
意
さ
れ
た
炭
火
コ
ン
ロ
で
、
本
市
産
の
肉

や
焼
酎
な
ど
を
堪
能
。
イ
ベ
ン
ト
の
終
盤
に

開
催
さ
れ
た
花
火
大
会
で
は
、
１
万
発
を
超

え
る
花
火
が
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

中心市街地中核施設工事安全祈願祭

焼肉カーニバルみやこのじょう

着
飾
っ
た
田
ん
ぼ
の
働
き
者
た
ち

秋
の
収
穫
を
前
に
か
か
し
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
９
月
24
日
か
ら
10
月
４
日
の
間
、
一

堂
ヶ
丘
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。恒
例
と

な
っ
た
同
イ
ベ
ン
ト
に
、
市
内
外
か
ら
趣
向

を
凝
ら
し
た
51
組
の
か
か
し
が
集
結
。来
場

者
ら
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ち
な
ん
だ

か
か
し
や
、
農
作
業
を
再
現
し
た
か
か
し
た

ち
に
秋
の
訪
れ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

かかしフェスティバル

息
詰
ま
る
静
か
な
盤
上
の
熱
戦

　

女
流
王
将
戦
第
一
局
が
10
月
１
日
、霧
島

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。里
見
香
奈
女
流
王
将
と
、香
川
愛ま

な
お生

女
流

三
段
が
対
戦
し
、96
手
で
里
見
女
流
王
将
が
勝

利
し
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
に
も
、本
市
出
身
の

山
口
絵
美
菜
女
流
１
級
に
よ
る
大
盤
解
説
や
、

プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
対
局
な
ど
も
行
わ
れ
、

多
く
の
将
棋
フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

女流王将戦
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の
風
景

樹
木
医

石
田
　
香
か
お
る

　
さ
ん

木
に
耳
を
傾
け
会
話
す
る
、
樹
木
の
お
医
者
さ
ん

市
内
で
唯
一
の
樹
木
医
と
し
て
活
躍
す

る
石
田
香
さ
ん（
上
水
流
町
）。資
格
審
査

に
合
格
し
た
平
成
6
年
に
は
、
世
間
で
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
樹
木
医
で
し

た
が
、
今
や
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
か
ら
頼
り

に
さ
れ
て
い
る
仕
事
で
す
。

石
田
さ
ん
は
、
樹
木
の
生
理
や
生
態
、

生
育
環
境
な
ど
を
把
握
し
、
土
壌
や
気
象

な
ど
あ
ら
ゆ
る
知
識
や
技
術
に
自
ら
の
経

験
を
加
味
し
て
、
樹
勢
の
回
復
や
維
持
、

後
継
樹
の
成
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

元
々
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
の
造
園

を
営
ん
で
い
た
石
田
さ
ん
。木
の
移
植
に

本
格
的
に
関
わ
っ
た
の
が
、
幹
に
大
き
な

穴
の
あ
い
た
ヤ
マ
モ
モ
の
大
木
の
移
植
で

し
た
。そ
の
際
、
幹
の
傷
を
手
当
て
し
た

こ
と
で
、
少
し
ず
つ
枝
葉
を
伸
ば
し
、
樹

皮
が
傷
を
ふ
さ
ぐ
様
を
見
守
る
う
ち
に
、

木
を
守
り
育
む
仕
事
が
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
ヤ
マ
モ
モ
は
、

石
田
さ
ん
の
家
の
庭
で
、
今
も
涼
し
い
木

陰
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
分
岐
点
と
な
っ
た
の
が
、
志

和
池
小
学
校
に
あ
る
大
き
な
ク
ス
ノ
キ
と

イ
チ
ョ
ウ
、
そ
し
て
昭
和
天
皇
が
植
樹
な

さ
っ
た
オ
ガ
タ
マ
の
木
の
移
植
で
し
た
。

地
域
の
思
い
の
詰
ま
っ
た
木
の
移
植
に

「
枯
れ
て
し
ま
っ
た
ら
地
元
の
人
に
顔
向

け
で
き
な
い
」
と
、
幾
晩
も
思
い
悩
ん
だ

石
田
さ
ん
。そ
の
木
々
が
根
付
い
て
、
応

え
て
く
れ
た
と
き「
木
の
生
命
力
を
生
か

し
、手
助
け
で
き
る
樹
木
医
に
な
り
た
い
」

と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。そ
の
思
い

を
胸
に
、
今
で
も
木
と
向
き
合
っ
て
い
ま

す
。９

月
の
台
風
で
は
、
母
智
丘
公
園
の
サ

ク
ラ
も
多
く
が
倒
木
。桜
並
木
の
再
生
を

検
討
す
る
都
城
桜
会
議
の
一
員
で
も
あ
る

石
田
さ
ん
は「
健
康
な
木
は
免
疫
力
が
高

く
、
病
害
虫
を
寄
せ
つ
け
な
い
。そ
の
た

め
に
は
、
枝
葉
の
茂
り
と
同
じ
く
ら
い
に

根
を
張
る
こ
と
が
大
事
。サ
ク
ラ
が
、
強

く
生
育
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
」
と

30
年
後
の
桜
並
木
を
思
い
描
き
ま
す
。

 

「
都
城
か
ら
も
早
く
、
次
の
世
代
の
樹

木
医
が
誕
生
し
て
ほ
し
い
。そ
れ
ま
で
は
、

診
断
用
の
木
槌
と
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ

を
片
手
に
頑
張
り
た
い
」
と
木
を
見
上
げ

て
い
ま
し
た
。
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◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

盆地生まれの元気をいただきます！

◎問い合わせ　みやこんじょＰＲ課　☎23－2615
Vol.5

つ
な
ぐ
都
城
の
匠
た
ち

都
城
の
伝
統
工
芸

守し
ゅ
は
り

破
離
の
精
神
で
伝
統
を
追
求

　

市
内
で
活
躍
す
る
国
の
伝
統
工
芸
士

の
一
人
、
四
代
目
南み

な
み
ざ
き﨑

寿じ
ゅ
ほ
う宝

さ
ん
（
早

鈴
町
）
は
、
大
正
創
業
以
来
の
技
を
受

け
継
ぎ
、
素
材
選
び
に
妥
協
を
許
さ
な

い
若
き
弓
師
で
す
。

　

８
年
前
に
四
代
目
を
襲
名
し
た
南
崎

さ
ん
は
、伝
統
の
型
や
技
を
身
に
付
け
、

さ
ら
に
良
い
も
の
を
取
り
入
れ
発
展
さ

せ
な
が
ら
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し

確
立
さ
せ
て
い
く
「
守
破
離
」
の
精
神

で
、
一
張
り
一
張
り
に
思
い
を
込
め
て

制
作
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
弓ゆ

み
な
り形

（
弓
の
型
）
や
重
心
の

位
置
は
弓
師
に
よ
っ
て
違
い
、
腕
の
見

せ
ど
こ
ろ
。
南
﨑
さ
ん
は
、
弓
道
を
極

め
る
射
手
が
何
を
目
指
し
、
求
め
て
い

る
の
か
を
考
え
、
日
々
、
都
城
大
弓
づ

く
り
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

時
を
経
て
、
受
け
継
が
れ
る
技

　

江
戸
時
代
初
期
に
は
製
法
が
確
立

し
た
と
言
わ
れ
る
「
都
城
大
弓
」。

２
０
０
を
超
え
る
工
程
を
、
一
人
の
弓

師
が
丹
精
込
め
て
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

都
城
盆
地
な
ど
で
取
れ
る
真
竹
と

黄は

ぜ櫨
を
使
い
、
弓
竹
と
弓
芯
づ
く
り
の

２
つ
の
工
程
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
火
入

れ
と
削
り
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を

鰾に
べ

（
鹿
の
皮
か
ら
作
っ
た
の
り
）
な
ど

を
使
い
、
打
ち
込
み
の
工
程
で
接
着
。

荒
張
り
し
、
仕
上
げ
た
弓
に
握に

ぎ
り
づ
か束
を

巻
き
、
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

工
程
の
一
つ
一
つ
に
こ
だ
わ
り
制
作

さ
れ
た
都
城
大
弓
は
、平
成
６
年
、国
の

伝
統
的
工
芸
品
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

都
城
の
技
「
都み

や
こ
の
じ
ょ
う城
大だ

い
き
ゅ
う弓

（
国

指
定
の
伝
統
的
工
芸
品
）」

　

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
は
、
全
国
で
生
産

さ
れ
る
竹
弓
の
大
半
を
占
め
る
都
城
大

弓
を
紹
介
し
ま
す
。

※一個65Kcal、塩分0.48g

一日に５皿の
野菜料理を食べよう！

シイタケ
すし

　シイタケに含まれるエリタデニンには、コレステロール
を下げる作用があります。また、エルゴステロールは、日光
に当てるとビタミンDに変わるので、笠を裏にして、１時間
ほど日に干すと、ビタミンDが増加します。

干しシイタケには、どんこ、こうこ、こうしん
などの種類があります。厚みや歯応えなど、
それぞれの特徴で使い分けましょう。

● 材料（10個分）
干しシイタケ（小）…10個
シイタケ戻し汁…… 60cc
いりこ………………… ５g
　　濃口しょうゆ ……大1
　　砂糖 ………………大1
　　酒 …………………小1
Ａ

米……………………１合
　酢…………………大２
　砂糖………………小２
　塩…………… 小１/ ４
青じそ…………… ５枚
白ゴマ…………… 少々
ワサビ……………   適宜

● 下準備
干しシイタケを水で戻しておく

● 作り方
　①�シイタケの戻し汁を温め、いりこを入れだしをとる
�　②���シイタケは、軸を除いて①に入れ、５分煮る。
　　Aの調味料を加え、弱火でゆっくりと煮詰める
　③ごはんに合わせ酢を混ぜ、酢飯を作る
　④�③を10等分し、丸いおにぎりを作る
　⑤�青じそを縦に２等分しごはんの上に乗せ、その上に

シイタケを乗せる。好みで笠の裏にわさびを塗って、
白ゴマを散らす

合
わ
せ
酢
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

成
人
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
参
加
者

●
日
時　

１
月
15
日
㈰　

８
時
30
分
～

●
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
種
目
・
対
象

【
男
子
】　

８
０
０
㍍
（
小
学
１
・
２
年
生
）

２
㌔
（
小
学
３
～
６
年
生
）

５
㌔
（
中
学
・
高
校
生
、
一
般
、
壮
年
）

【
女
子
】　

８
０
０
㍍
（
小
学
１
・
２
年
生
）

２
㌔
（
小
学
３
～
６
年
生
）

３
㌔
（
中
学
・
高
校
生
、
一
般
、
壮
年
）

●
参
加
料　

小
・
中
・
高
校
生
５
０
０
円
、

一
般
・
壮
年
千
円

　

12
月
８
日
㈭
ま
で
に
メ
ー
ル
で

都
城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

☎
26

－

４
５
１
０
（
18
時
以
降
）

sinro@
m
dom
inico.ac.jp

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠

璃
定
期
公
演

●
日
時　

11
月
20
日
㈰　

14
時
～

●
場
所　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

●
演
目　

娘
手
踊
り
、
門
出
八
嶋
（
八
嶋

合
戦
の
段
、
八
嶋
の
浦
の
段
）、
間あ

い

狂
言  

（
太
郎
の
御ご

ぜ
む
け

前
迎
）

　

人
形
の
館　

☎
57

－

５
２
９
５

図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

【
都
城
市
立
図
書
館
】

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

●
日
時　

11
月
24
日
㈭　

11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会

●
日
時　

12
月
10
日
㈯　

14
時
30
分
～

●
内
容　

マ
ッ
チ
売
り
の
少
女　

ほ
か

　

市
立
図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

【
高
城
図
書
館
】

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

●
日
時　

11
月
26
日
㈯　

11
時
～

え
ほ
ん
侍
、
参
上
！

●
日
時　

12
月
10
日
㈯　

11
時
～

　

高
城
図
書
館　

☎
58

－

４
２
２
４

都
城
島
津
家
御
入
部
記
念

史
跡
め
ぐ
り

　

都
城
島
津
家
の
御
入
部
を
記
念
し
、
薩

摩
迫ざ

こ

、
安
永
城
跡
、
高
城
、
祝
吉
御
所
な

ど
島
津
家
ゆ
か
り
の
史
跡
を
巡
り
ま
す
。

●
日
時　

12
月
10
日
㈯　

９
時
～
16
時

●
集
合
場
所　

都
城
島
津
邸

●
定
員　

25
人　

※
申
し
込
み
順

●
費
用　

１
５
０
０
円
（
昼
食
代
な
ど
）

　

12
月
2
日
㈮
ま
で
に
都
城
島
津
邸

　
　
　

☎
23

－

２
１
１
６

都
城
島
津
邸
「
菊
花
展
」

　

丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
菊
花
飾
り
が
、

秋
の
島
津
邸
を
彩
り
ま
す
。

●
日
時　

11
月
13
日
㈰
ま
で

　
　
　
　

９
時
～
17
時

●
場
所　

都
城
島
津
邸

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
「
山
之
口
」

●
日
時　

12
月
４
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

山
之
口
地
区
公
民
館

●
内
容　

上
野
芽め

み実
（
本
市
出
身
）
ク
ラ

シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）、

生
涯
学
習
教
室
発
表
、
作
品
展
示
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
パ
ス
テ
ル
ア
ー

ト
体
験
（
各
20
人
）、野の

だ
て点

コ
ー
ナ
ー
（
先

着
１
０
０
人
）、
手
作
り
よ
ろ
い
・
か
ぶ

と
の
試
着
体
験
、
民
俗
芸
能
披
露
、
地
場

産
品
販
売
、
大
抽
選
会

　

山
之
口
地
域
振
興
課

　
　

☎
57

－

３
１
１
１

さ
つ
ま
い
も
「
べ
に
は
る
か
」

の
誕
生
地
見
学
会
（
無
料
）

●
日
時　

11
月
19
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
～
14
時
30
分

●
場
所　

九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

（
横
市
町
）

●
内
容　

焼
き
芋
な
ど
の
試
食
や
無
料
芋

掘
り
体
験
（
対
象
：
小
学
生
以
下
）
な
ど

　

九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
24

－

４
２
７
０

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
声
楽
】

●
日
時　

11
月
17
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

歌
う
会

　

�

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０
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INFORMATION ごみの収集日自動音声案内　☎︎ 22-5374

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

詳
し
く
は
各
法
人
に
問
い
合
わ
せ
る

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
】

●
日
時　

11
月
11
日
㈮

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

ス
タ
ジ
オ
ペ
チ
カ
（
オ
ー
バ
ル

パ
テ
ィ
オ
２
階
）

●
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
母
親

●
定
員　

10
組　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

千
円
（
食
事
代
含
む
。
食
事
が

必
要
な
子
ど
も
は
２
０
０
円
）

【
青
空
ヨ
ガ
教
室
】

●
日
時　

11
月
13
日
㈰　

９
時
～
10
時

●
場
所　

神
柱
公
園

※�

雨
天
時
は
ス
タ
ジ
オ
ペ
チ
カ

●
費
用　

５
０
０
円

※�

申
し
込
み
不
要
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参

【
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
】

●
日
時　

11
月
16
日
㈬　

14
時
～
15
時

●
場
所　

宮
丸
こ
ど
も
園

●
費
用　

５
０
０
円

※�

要
申
し
込
み
。
飲
み
物
を
持
参

　

シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
（
福
元
）

☎
０
９
０

－

２
５
１
９

－
６
２
８
２

【
子
ど
も
と
自
然
講
座
】

●
日
時　

11
月
13
日
㈰　

10
時
～
15
時

●
場
所　

こ
じ
ぃ
の
森
し
わ
ち
ク
ラ
ブ

（
上
水
流
町
）

●
費
用　

３
千
円　

※
要
申
し
込
み

【
カ
プ
ラ
で
遊
ぼ
う
】

●
日
時　

11
月
26
日
㈯　

10
時
～
15
時

●
場
所　

神
柱
児
童
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

１
０
０
円　

※
要
申
し
込
み

　

こ
じ
ぃ
の
森
・
こ
ど
も
の
時
間（
小
牧
）

　
　
　

☎
39

－

５
８
５
５

【
婚
活
お
し
ゃ
べ
り
会
】

●
日
時　

11
月
16
日
㈬
・
21
日
㈪
・
25
日

㈮　

19
時
～
22
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
会
員
の
み
（
３
カ
月　

３
千
円
）

●
費
用　

５
０
０
円　

※
要
申
し
込
み

【
子
ど
も
の
婚
活　

親
の
相
談
会（
無
料
）】

●
日
時　

11
月
27
日
㈰　

14
時
～

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
要
申
し
込
み

【
婚
活
支
援　

ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

●
日
時　

11
月
30
日
㈬　

19
時
30
分
～

●
場
所　

ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
都
城
店
（
三
股

町
樺
山
）　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

実
費

　

婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む（
黒
木
）

☎
０
７
０

－

５
５
３
０

－

７
９
６
４

【
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
】

●
日
時　

11
月
27
日
㈰　

10
時
～
12
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘（
山
田
町
中
霧
島
）

●
費
用　

大
人
３
千
円
～
、

子
ど
も
５
０
０
円
～　

※
要
申
し
込
み

　

都
城
ふ
れ
あ
い
の
丘
・
里
山
カ
レ

ッ
ジ
（
中
島
）　

☎
64

－

０
０
５
０

平
成
29
年
都
城
市
成
人
式

　

地
区
ご
と
に
開
催
日
時
・
会
場
が
異
な

り
ま
す
。
対
象
者
で
案
内
状
が
届
か
な
い

人
は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
開
式
前

に
記
念
撮
影
を
行
う
会
場
も
あ
り
ま
す
の

で
、
集
合
時
間
な
ど
を
案
内
状
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

地
区

日
程
・
開
式
時
間
・
場
所

姫
城

１
／
３
㈫　

10
時
30
分

中
央
公
民
館

小
松
原

１
／
４
㈬　

10
時
30
分

小
松
原
中
学
校
体
育
館

妻
ケ
丘

１
／
４
㈬　

10
時

妻
ケ
丘
中
学
校
体
育
館

祝
吉

１
／
４
㈬　

13
時
30
分

祝
吉
中
学
校
体
育
館

五
十
市

１
／
４
㈬　

10
時

五
十
市
地
区
公
民
館

横
市

１
／
４
㈬　

10
時

西
中
学
校
体
育
館

沖
水

１
／
４
㈬　

10
時

沖
水
小
学
校
体
育
館

志
和
池

１
／
４
㈬　

10
時
30
分

志
和
池
中
学
校
体
育
館

庄
内

１
／
４
㈬　

10
時

庄
内
中
学
校
体
育
館

西
岳

１
／
３
㈫　

10
時
30
分

西
岳
地
区
公
民
館

中
郷

１
／
４
㈬　

13
時

中
郷
地
区
公
民
館

山
之
口

１
／
３
㈫　

10
時

シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い

の
里

高
城

１
／
３
㈫　

10
時
30
分

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

山
田

１
／
３
㈫　

10
時

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

高
崎

１
／
４
㈬　

10
時

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

都
城
き
り
し

ま
支
援
学
校

１
／
９
㈪　

11
時

都
城
き
り
し
ま
支
援
学
校
体

育
館

　

�

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

　
　

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
都
城
地
区
愛
蘭
会
寒
蘭
名
品
展（
無
料
）】

●
日
時　

11
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
17
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

　

都
城
地
区
愛
蘭
会
（
増
田
）

　
　

☎
０
９
０

－

１
９
２
６

－

８
７
８
３

【
都
城
歌
謡
会　

35
周
年
音
楽
祭
】

●
日
時　

11
月
20
日
㈰　

12
時
30
分
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
料
金　

大
人
１
５
０
０
円
、
小
学
生
以

下
５
０
０
円

　

都
城
歌
謡
会
（
岡
元
）

　
　

☎
24

－

３
９
９
６

【
前
進
座
歌
舞
伎
公
演
「
切
ら
れ
お
富
」】

●
日
時　

11
月
28
日
㈪　

18
時
30
分
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
そ
の
他　

会
員
制
。
当
日
入
会
も
可

　

都
城
市
民
劇
場
（
三
田
）

　
　

☎
21

－

８
０
８
２

南
九
州
大
学
公
開
講
座 

う
た
ご
え
広
場
特
別
企
画

佐
藤
達
男
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
無
料
）

　

プ
ロ
ギ
タ
リ
ス
ト
の
佐
藤
達
男
さ
ん
を

招
き
、
独
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
25
日
㈮　

18
時
～
19
時

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

☎
21

－

２
１
１
１

12
月
４
日
㈰
～
10
日
㈯
は
「
人
権
週
間
」

人
権
啓
発
推
進
大
会
（
無
料
）

●
日
時　

12
月
10
日
㈯

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

※�

13
時
30
分
か
ら
人
権
啓
発
標
語
入
賞
者

の
表
彰
式
が
あ
り
ま
す

●
場
所　

�

中
央
公
民
館

●
内
容　

新
潟
産
業
大
学
准
教
授　

蓮は
す
い
け池

薫か
お
るさ

ん
に
よ
る
講
演

※
託
児
あ
り
、
要
予
約

　

11
月
25
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習

課　

☎
23

－

９
５
４
５

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

11
月
28
日
㈪

　
　
　
　

9
時
30
分
～
12
時

●
場
所　

�
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

ミ
ニ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

●
日
時　

11
月
24
日
㈭

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

体
育
館
周
辺

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

※�

通
院
・
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相

談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

●
定
員　

30
人　

※
要
申
し
込
み

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

骨
こ
つ
健
康
教
室

　

女
性
を
対
象
に
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

講
話
・
運
動

11
／
30
㈬　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

講
話
・
調
理
・
運
動

12
／
16
㈮　

９
時
30
分
～
15
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象
・
定
員　

市
民
・
各
30
人

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

調
理
実
習
の
み
１
０
０
円

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

飾
っ
て
楽
し
む

オ
リ
ジ
ナ
ル
額
作
り
（
無
料
）

　

厚
紙
な
ど
身
近
な
材
料
を
使
っ
て
、
自

分
だ
け
の
額
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

11
月
20
日
㈰　

14
時
～
16
時

●
場
所　

市
立
美
術
館

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
以
上
・
10
人

※
親
子
参
加
も
可
。
要
申
し
込
み

　

市
立
美
術
館　

☎
25

－

１
４
４
７

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
無
料
）

　

認
知
症
の
人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
同
士

で
交
流
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
19
日
㈯　

13
時
～
15
時

●
場
所　

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

生
活
習
慣
病
と
認
知
症
の
関
連

性
　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
25

－

２
１
２
３
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INFORMATION

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

美
し
い
着
物
の
着
付
け
方
と
帯
結
び（
全
２
回
）

11
／
29
㈫
、
12
／
６
㈫　

13
時
～
16
時

各
５
人　

１
回
２
０
０
円

締
め
切
り:

11
／
24
㈭

※
着
物
、
帯
、
肌
じ
ゅ
ば
ん
、
ひ
も
を
持
参

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

重
症
心
身
障
が
い
児
（
者
）
の
地
域
で

の
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
講
演
会（
無
料
）

●
日
時　

11
月
20
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
12
時
30
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

熊
本
再
春
荘
病
院
小
児
科
医　

島
津
智
之
さ
ん
に
よ
る
講
演

　

11
月
11
日
㈮
ま
で
に
福
祉
課

　
　
　

☎
23

－

２
９
８
０

料
理
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

　

国
産
食
肉
を
使
っ
た
料
理
を
学
ぶ
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
14
日
㈯　

10
時
～
13
時

●
場
所　

都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

●
対
象
・
定
員　

15
歳
以
上
・
30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
講
座
名
を
記
入
し
、
12
月
26

日
㈪
ま
で
に
都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

（
〒
885

－

０
０
８
３　

都
島
町
２
１
０

－

４
）

☎
22

－

４
６
２
６

　県のブランド「みやざ
き地

じ と っ こ

頭鶏」の生産から加
工、販売までを手掛けて
います。自社の農場で手
塩にかけて育てた地頭鶏

を、新鮮な状態で飲食店などに卸したり、農場
隣の直売所で販売したりしています。６次産業
化の一番のメリットは、自分たちで販売するこ
とで、地頭鶏の質のよさを自ら情報発信できる
こと。贈答品や県外からの需要も多く、消費者
の反応にも手応えを
感じています。

親
子
パ
ン
作
り
教
室

●
日
時　

11
月
19
日
㈯　

11
時
～
13
時

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

●
定
員　

６
組
（
６
歳
以
上
）

●
費
用　

１
組
２
０
０
０
円

※
材
料
費
含
む
。
エ
プ
ロ
ン
持
参

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

☎
58

－

２
０
８
８

季
節
陶
芸

干
支
（
酉と
り

）
の
置
物
づ
く
り

●
日
時　

12
月
１
日
㈭
～
６
日
㈫

　
　
　
　

①
10
時
～　

②
13
時
30
分
～

●
場
所　

陶
芸
工
房
「
幸ゆ

き

の
陶と

う

」

●
定
員　

20
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

千
円

　

陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　
　

☎
58

－
６
１
５
０

よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業

　

５
人
以
上
で
開
催
。

●
学
習
料　

１
回
５
５
０
円
～
８
０
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

※
教
材
費
・
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所

韓
国
語
教
室

毎
週
水
曜
日　

20
時
～
21
時

横
市
地
区
公
民
館

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

6次化だより
６次産業化に取り組む
事業者の声を紹介します。

㈱鶏愛（けいあい）

川野　賢一さん

ごみの収集日自動音声案内　☎︎ 22-5374

㈱鶏愛
（山田町山田4645-1）
☎0986-64-2758
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

都
城
運
動
公
園
指
定
管
理
者
自
主
事
業

初
心
者
向
け
硬
式
テ
ニ
ス
教
室（
全
９
回
）

●
日
時　

12
・
１
月
の
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　

19
時
～
21
時

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
定
員　

８
人
程
度

●
料
金　

２
５
０
０
円

　

11
月
29
日
㈫
ま
で
に
早
水
公
園

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
末
廣
）

☎
０
８
０

－

３
７
０
６

－

７
８
９
３

子
育
て
や
虐
待
に
関
す
る
相
談
（
無
料
）

　

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
1
人
で
抱
え
こ
ま
ず
、
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

【
こ
ど
も
課
】　

☎
23

－

２
６
８
４

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　

☎
58

－

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　

☎
62

－
４
４
１
１

【
都
城
児
童
相
談
所
】　

☎
22

－

４
２
９
４

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24

時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

【
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

（
24
時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
０
９
８
５

－

78

－

３
７
３
７

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

①
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

②
こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）

11
月
15
日
㈫　

14
時
～
16
時

③
法
律
相
談
（
要
予
約
）

11
月
22
日
㈫　

13
時
～
16
時

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

①
、
②
は
１
時
間
程
度
、

③
は
30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

女
性
専
門
・
不
妊
専
門
・
妊
娠

総
合
相
談
（
無
料
）

●
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

健
康
問
題
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

●
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

●
専
用
電
話

☎
０
９
０

－

８
９
１
２

－

５
３
３
１

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

【
妊
娠
総
合
相
談
】

思
い
が
け
な
い
妊
娠
な
ど
、
総
合
的
な
妊

娠
相
談

●
日
時　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　
　

☎
23

－

４
５
０
４

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き
（
無
料
）

　

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
委
託
事
業

若
者
就
職
支
援
（
無
料
）

　

就
職
に
対
す
る
悩
み
や
不
安
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
セ
ミ

ナ
ー
や
職
場
の
見
学
や
職
場
体
験
な
ど
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象　

就
職
を
目
指
す
15
歳
～
39
歳
の

無
職
の
人
と
そ
の
家
族

●
時
間　

10
時
～
17
時

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く

●
場
所　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
東
町
４
街
区
30
号
）

　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン　

☎
36

－

６
５
１
０

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別
相
談

　

妊
娠
や
出
産
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業

な
ど
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象
者　

働
く
人
や
企
業
の
担
当
者

●
日
時　

11
月
22
日
㈫
・
12
月
20
日
㈫

　
　
　
　

９
時
～
16
時

●
場
所　

宮
崎
合
同
庁
舎
（
宮
崎
市
橘
通

東
三
丁
目
）

　

宮
崎
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室　

　
　

☎
０
９
８
５

－

38

－

８
８
２
１
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INFORMATION

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話

【
こ
こ
ろ
の
電
話（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）】

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
19
時

☎
０
９
８
５

－

32

－

５
５
６
６

【
都
城
保
健
所
】

●
日
時

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

☎
23

－

４
５
０
４

【
福
祉
課
】

●
日
時

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

☎
23

－

２
９
８
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

11
月
17
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

都
城
保
健
所

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
（
無
料
）

●
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

●
専
門
相
談

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
、
職
場
・

学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
～
16
時

　市内各地に隠された宝箱を見つけ
て、豪華賞品を獲得
しよう！

●開催期間
12月29日㈭まで
●応募方法
①�道の駅や市役所で配布されている
パンフレットを手に入れる
②�パンフレットの謎を解き、手掛か
りを見つける
③�手掛かりを元に、宝箱を見つける
④�宝箱に入ったキーワードを報告所
に報告。豪華賞品に応募する
※�詳しくは、市ホームペ
ージを確認ください
　都城観光協会

　　☎ 23-2460

※
専
門
相
談
は
要
予
約

●
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０

－

３
９
７

－

８
６
８

●
メ
ー
ル
で
の
相
談

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　

11
月
18
日
㈮　

13
時
～
16
時

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
～
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

ご
み
を
出
す
と
き
の
注
意

　

使
い
切
っ
て
い
な
い
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

や
ス
プ
レ
ー
缶
を
、
ご
み
と
し
て
出
す
と

火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
必
ず
中
身
を

使
い
切
り
、
空
に
し
て
か
ら
危
険
ご
み
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
穴
を
開

け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
も
同
様
に
、
燃

料
ガ
ス
を
使
い
切
っ
て
か
ら
危
険
ご
み
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ
い
館

　
　

☎
36

－

３
９
０
０

山之口スマートＩＣ開通記念

戦国宝探し

宮崎県最低賃金が、時間額 714 円に改正されました
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

●点灯場所
①ウエルネス交
流プラザ②ワン
パーク（交流プラザ北側）③中央通
り（国道 10 号沿線）④都城オーバ
ルパティオ⑤ Cプラザ（中町）⑥
東上町通り⑦ゆずり葉大通り（西都
城駅前～合同庁舎入口）⑧ときわ通
り（総合文化ホール周辺）⑨千日通
り⑩牟田宮丸大通り⑪円頭庵通り⑫
東銀座通り
●点灯期間
11月19日㈯～１月９日㈪
●点灯式の日時・場所
11月19日㈯　17時20分～
ウエルネス交流プラザ
　まちなかイルミネーション実行

委員会事務局　☎23-0001

市
有
財
産
の
売
却

●
入
札
日
時　

12
月
12
日
㈪　

10
時
～

●
入
札
場
所　

市
役
所
本
館
６
階
入
札
室

●
物
件
・
最
低
売
却
価
格
・
地
番
・
地
目
・

地
積
・
階
数
・
構
造
・
床
面
積

旧
８
部
詰
所
（
車
庫
・
休
憩
所
）　

36
万
円

下
長
飯
町
１
８
７
０
番
３
ほ
か
１
筆

宅
地　

82
・
18
平
方
㍍　

平
屋
建
て

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

44
平
方
㍍

旧
14
部
詰
所
（
車
庫
・
休
憩
所
）　

62
万
円

上
川
東
二
丁
目
６
号
16
番　

宅
地　

65
・
５
平
方
㍍　

２
階
建
て

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

46
・
94
平
方
㍍

●
入
札
参
加
資
格

①�

市
税
お
よ
び
消
費
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と

②�

購
入
者
（
法
人
の
場
合
は
、
役
員
な
ど

を
含
む
）
が
、暴
力
団
関
係
者
で
な
く
、

暴
力
団
関
係
者
と
関
係
が
な
い
こ
と

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

く
だ
さ
い

　

11
月
25
日
㈮　

17
時
ま
で
に
管

財
課　

☎
23

－

２
６
７
２

差
し
押
さ
え
不
動
産
の
公
売

●
日
時　

11
月
30
日
㈬　

14
時
～

●
場
所　

市
役
所
本
館
６
階　

入
札
室

●
物
件　

市
が
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

（
前
田
町
の
土
地
、
関
之
尾
町
の
土
地
）

※�

詳
し
く
は
、
納
税
課
ま
た
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

　

納
税
課　

☎
23

－

２
１
２
６

胃
が
ん
・
子
宮
頸け
い

が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所　

12
／
１
㈭
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

12
／
８
㈭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12
／
11
㈰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

８
時
30
分
～
11
時

●
検
診
料　

１
２
０
０
円

【
子
宮
頸
が
ん
検
診
】

●
対
象　

20
歳
以
上
の
奇
数
年
（
平
成
９

年
・
７
年
・
・
）
生
ま
れ
の
女
性

●
日
程
・
場
所

12
／
８
㈭
①
山
之
口
地
区
公
民
館

②
山
田
体
育
館

12
／
９
㈮
①�
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

②
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

12
／
20
㈫
①
沖
水
地
区
公
民
館

②
祝
吉
地
区
公
民
館

●
受
付
時
間　

①
９
時
～
10
時

　
　
　
　
　
　

②
13
時
30
分
～
14
時
30
分

●
検
診
料　

１
２
０
０
円

※�

75
歳
以
上
の
人
は
保
険
証
、
生
活
保
護

世
帯
に
属
す
る
人
は
証
明
書
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
市
が
発
行

す
る
各
種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知

書
を
提
示
す
れ
ば
、
検
診
料
を
免
除

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

特
定
高
齢
者
住
宅
改
修
費
助

成
事
業

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
在
宅
の
高

齢
者
が
、
自
宅
に
手
す
り
や
踏
み
台
を
設

置
し
た
場
合
、そ
の
費
用
（
上
限
７
万
円
）

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①�

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
人

②�

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
で
、
当

面
介
護
認
定
を
受
け
る
予
定
の
な
い
人

③�

介
護
保
険
料
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

④�

身
体
的
な
理
由
か
ら
住
宅
改
修
の
必
要

性
が
認
め
ら
れ
る
人

●
助
成
対
象

①�
手
す
り
の
取
り
付
け

②�
玄
関
な
ど
出
入
口
へ
の
踏
み
台
の
設
置

※�

改
修
前
に
市
の
審
査
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
相
談
く
だ
さ
い

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
１
１
４

　
　

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

畑
か
ん
事
業
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

畑
か
ん
事
業
実
施
中
の
地
区
で
、
散
水

器
具
を
導
入
す
る
場
合
、
８
割
以
上
の
補

助
が
あ
り
ま
す
。
現
在
第
2
期
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、既
に
事
業
の
完
了
し
た
地
区
や
、

28
年
度
事
業
完
了
予
定
地
区
は
、
申
請
を

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
期
限　

平
成
29
年
１
月
末

※
導
入
は
平
成
29
年
8
月
末
予
定

　

農
産
園
芸
課　

☎
36

－

６
６
１
０

11
月
９
日
㈬
～
15
日
㈫
は

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
ま
す
。
火
災
に
よ
る
死
者

を
な
く
す
た
め
、
火
の
取
り
扱
い
、
火
の

元
に
は
十
分
注
意
し
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
・
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
局
予
防
課　

☎
22

－

８
８
８
４

まちなかイルミネーション
２０１６
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INFORMATION

子 育 て 支 援 セ ン タ ー 行 事 予 定
◆都城市地域子育て支援センター	 ☎22-1659
11/14 ㈪
10時～

いちごクラブ「小麦粉粘土あそび」
対象：２歳以上の親子

11/16 ㈬
10時～

マタニティの会
「産前・産後の赤ちゃんのお世話など」
対象：妊婦　※要申し込み

11/30 ㈬
10時～

とんとんクラブ「親子でおやつ作り」
対象：２歳以上の親子　※要申し込み

12/ ５ ㈪
10時～

ふたごの会「ふたご以上の親子・妊婦
さんの集いの場」
対象：ふたご以上の親子・妊婦

◆山之口地域子育て支援センター	 ☎57-3298 

11/15 ㈫
10時～

マタニティ class「プチプチ」
「マタニティと乳児の歯のブラッシング」
※要申し込み

11/16㈬
10時～

発達・療育・遊びの日「ぐんぐん」
「子育ての悩みや発達の不安を話そう」

11/22㈫
10時30分～

高齢者施設慰問「はっぴい」
「おじいちゃん・おばあちゃんと触れ合おう」
場所：東岳荘（山之口町花木）

11/25 ㈮
10時30分～

出前保育「ぽっかぽか」
「体育館で思いきり体を動かして遊ぼう!」
場所：山之口勤労福祉センター

◆山田地域子育て支援センター	 ☎64-3171

11/17 ㈭
10時30分～

３Ｂ体操「親子で体を動かそう！」
定員：15組　※要申し込み

11/24 ㈭
11時～ 12時 誕生会（10・11月生まれ）

11/29 ㈫
10時～ 12時

講話「乳幼児期の親子の関わりについて」
定員：15組　※要申し込み

12/ １ ㈭
10時30分～ 身体測定「保健師による指導」

◆東部地域子育て支援センター　エンゼル	 ☎26-9587

11/17 ㈭
10時30分～

なかよしちび組「ドングリなどを使っ
た制作、身体測定」

11/25 ㈮
10時30分～

子育てカフェ「南九州大学の先生によ
る子育て相談会」

12/ ２ ㈮
10時30分～ 上長飯認定こども園の園庭であそぼう

12/ ８ ㈭
10時30分～

あっこ先生のことばのへや
「言語聴覚士による言葉の相談会」

◆高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ	 ☎62-0027
11/16 ㈬
10時～ 木城えほんの郷

さと

の講師による読み聞かせ

11/25 ㈮
10時～

子どもの喜ぶ料理教室「子ども向けメ
ニューの作り方実習」　※要申し込み

12/ ２ ㈮
10時30分～ リースを作ろう

12/ ７ ㈬
10時30分～ 焼き芋大会

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
の
送
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
、
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
全

額
が
控
除
さ
れ
、税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
は
、
毎
年
11
月

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
、
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
人
に
は
、
２
月
上
旬
に
年
金

保
険
料
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

再
発
行
が
必
要
な
場
合
は
、
都
城
年
金

事
務
所
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

都
城
年
金
事
務
所

　
　

☎
23

－

２
５
７
１

政
治
家
の
寄
付
は
Ｎ
Ｏ
！

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
や
団
体
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
特
定
の
場
合
を

除
き
、
そ
の
時
期
や
理
由
が
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
て
も
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
対

し
寄
付
を
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

　

政
治
家
と
私
た
ち
有
権
者
と
の
つ
な
が

り
は
大
切
で
す
が
、
金
銭
や
品
物
で
関
係

が
培
わ
れ
る
よ
う
で
は
、
明
る
い
選
挙
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

寄
付
は
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
お

金
の
掛
か
ら
な
い
選
挙
、
き
れ
い
な
選
挙

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
23

－

７
８
６
４

秋
の
就
職
説
明
会
・
地
元
企

業
説
明
会
（
無
料
）

●
日
時　

11
月
20
日
㈰

就
職
説
明
会　

10
時
～
12
時

企
業
説
明
会　

13
時
～
15
時

●
場
所　

ホ
テ
ル
中
山
荘

●
対
象

就
職
説
明
会　

平
成
29
年
３
月
学
校
卒
業

予
定
者
（
大
学
・
高
等
学
校
な
ど
）、
既

卒
の
未
就
職
者
、
求
職
・
転
職
活
動
中
の

人
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
、
在
校
生
の

保
護
者

企
業
説
明
会　

平
成
30
年
３
月
学
校
卒
業

予
定
者
（
大
学
・
高
等
学
校
な
ど
）、
在

校
生
の
保
護
者
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者

●
内
容

就
職
説
明
会　

企
業
と
の
個
別
面
談

企
業
説
明
会　

地
元
企
業
の
職
種
、
業
務

な
ど
の
説
明
会

　

商
工
政
策
課　

☎
23

－

２
７
５
３

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

設
立
の
認
証
申
請
に
関
す
る
縦
覧

　

申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
定
款
・
役
員
名

簿
・
設
立
趣
旨
書
・
事
業
計
画
書
・
活
動

予
算
書
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

●
団
体
名

�

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ

ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ

－

楓ふ
う
り
ん凜

－

●
場
所　

�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

●
縦
覧
期
間　

�

11
月
25
日
㈮
ま
で

８
時
30
分
～
17
時　
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　

☎
23

－

７
１
４
６

宮崎県最低賃金が、時間額 714 円に改正されました
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

住
宅
の
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

　

既
存
の
住
宅
の
省
エ
ネ
・
耐
震
・
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
翌

年
度
分
の
固
定
資
産
税
を
、
２
分
の
１
ま

た
は
３
分
の
１
減
額
し
ま
す
。

●
家
屋
の
要
件

①
省
エ
ネ
改
修　

平
成
20
年
１
月
１
日
以

前
か
ら
所
在
す
る
住
宅

②
耐
震
改
修　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前

か
ら
所
在
す
る
住
宅

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修　

新
築
さ
れ
た
日

か
ら
10
年
以
上
経
過
し
た
住
宅

※
賃
貸
住
宅
を
除
く

●
対
象
床
面
積

①
省
エ
ネ
改
修　

一
戸
当
た
り
50
平
方
㍍

以
上
１
２
０
平
方
㍍
ま
で

②
耐
震
改
修　

一
戸
当
た
り
１
２
０
平
方

㍍
ま
で

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修　

一
戸
当
た
り
50

平
方
㍍
以
上
１
０
０
平
方
㍍
ま
で

●
改
修
工
事
費　

補
助
金
な
ど
を
除
い
た

改
修
費
用
が
、
50
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

●
改
修
工
事
の
内
容　

家
屋
の
改
修
工
事

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る

こ
と

●
申
請
方
法　

改
修
後
３
カ
月
以
内
に
、

資
産
税
課
で
配
布
す
る
申
請
書
に
、領
収

書
や
改
修
工
事
前
後
の
写
真
な
ど
の
必
要

書
類
を
添
付
し
て
申
請

※�

省
エ
ネ
改
修
に
つ
い
て
は
、
現
地
確
認

交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

　

飲
酒
運
転
は
、
極
め
て
悪
質
で
危
険

な
犯
罪
で
す
。
一
人
一
人
が
飲
酒
運
転

を
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
と
い
う

強
い
意
志
を
持
ち
、
飲
酒
運
転
を
根
絶

し
ま
し
ょ
う
。

　

自
動
車
、
原
付
バ
イ
ク
な
ど
を
運
転

中
に
横
断
歩
道
に
接
近
し
た
ら
、
そ
の

直
前
で
停
止
で
き
る
速
度
で
進
行
し
、

横
断
歩
行
者
が
い
た
場
合
は
、
必
ず
一

時
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
全
席
装
着

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

空
き
巣
に
注
意

　

都
城
署
管
内
で
空
き
巣
事
件
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
外
出
時
に
限
ら
ず
、
在

宅
時
も
施
錠
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
鍵
は
玄
関
だ
け
で
は
な
く
、
窓
や

勝
手
口
な
ど
に
も
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
設
置
や

防
犯
砂
利
石
も
有
効
で
す
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り特

殊
詐
欺
に
注
意

　

県
内
各
地
で
不
審
電
話
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
子
ど
も
や
孫
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
か
た
る
も
の
、
自
動
音
声
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
使
用
し
た
も
の
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
口
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

電
話
で
お
金
を
請
求
さ
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
す
ぐ
に
振
り
込
み
や
送
金
、

現
金
の
手
渡
し
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
不
審
な
電
話
が
あ
っ

た
と
き
は
、
一
人
で
対
応
せ
ず
、
必
ず

誰
か
に
相
談
し
、
警
察
へ
通
報
し
ま
し

ょ
う
。

　

安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、「
安
全
・
安

心
み
や
こ
ん
じ
ょ
盆
地
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。こ
の
機
会

に
、安
全
・
安
心
な
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課　

☎
23

－

７
１
８
３

安
全
・
安
心
み
や
こ
ん
じ
ょ

盆
地
大
会

●
日
時　

11
月
26
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
開
演

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

交
通
・
地
域
安
全
功
労
者

の
表
彰
や
、交
通
安
全
・
地
域
安
全

に
関
す
る
作
文
の
表
彰
と
朗
読
、県

警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
な
ど

が
必
要
で
す
の
で
、
着
工
前
に
資
産
税

課
に
相
談
く
だ
さ
い

●
そ
の
他

　

減
額
対
象
と
な
る
家
屋
の
要
件
や
、
申

請
に
必
要
な
書
類
は
、
改
修
内
容
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

　

資
産
税
課　

☎
23

－

２
１
２
４

建
物
の
新
築
や
取
り
壊
し
の
届
け
出

　

住
宅
・
店
舗
・
工
場
・
倉
庫
・
車
庫
・

サ
ン
ル
ー
ム
な
ど
の
建
物
に
は
、
毎
年
1

月
1
日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

●
建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き

　

工
事
が
終
了
し
た
建
物
は
、
職
員
が
現

地
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
以
前
に
建

築
さ
れ
た
も
の
で
調
査
を
し
て
い
な
い
建

物
が
あ
る
場
合
は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き

　

一
部
取
り
壊
し
も
含
め
て
、
建
物
を
取

り
壊
し
た
と
き
は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
が
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
課
税

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

資
産
税
課　

☎
23

－

２
１
２
４

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種

実
施
医
療
機
関
の
追
加

　

９
月
末
に
対
象
者
へ
は
が
き
で
通
知
し

た
実
施
医
療
機
関
に
、
漏
れ
が
あ
り
ま
し

た
。次
の
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

●
ゆ
う
ク
リ
ニ
ッ
ク　

☎
46

－

６
１
０
０

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５
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INFORMATION

休日急病診療機関

●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は17：00まで

◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

※�診療機関は変更すること
があります。詳しくは、テ
レホンサービス（医師会は
☎23-5555、歯科医師会は
☎25-4100）で確認してく
ださい

みやざき医療ナビ

医療機関名 電話番号

11
月
13
日
㈰

山内小児科医院 22-0048
藤元上町病院（ 内） 23-4000
宇宿医院（ 内・胃・消） 25-9031
都北鮫島クリニック（ 胃・内・外）38-6060
江夏整形外科クリニック（ 整・ﾘｳ・ﾘﾊ）51-1122
いそいち産婦人科医院（産・婦）22-4585
たぐち歯科医院 38-3330

11
月
20
日
㈰

柳田病院（ 小・内） 22-4862
おおくぼクリニック（ 内） 26-1500
いづみ内科医院 22-7111
たかお浜田医院（ 外・内） 22-8818
小牧病院（ 整） 24-1212
西元眼科医院 25-8888
財部歯科医院 38-0467

11
月
23
日
㈬

畠中小児科医院 52-6000
伊達クリニック（ 内・循） 36-7088
豊栄クリニック（ 内） 39-2525
一心外科医院（外・胃・肛・内）52-7788
横山病院（ 泌・消） 22-2806
いわよし耳鼻咽喉科クリニック（耳鼻）36-5555
とほく歯科医院 38-4188

11
月
27
日
㈰

冨田医院（ 内・小） 23-4586
共立医院（ 内） 22-0213
みしま内科クリニック（内・循）51-8100
はまだクリニック（外・胃・肛）45-2266
姉川医院（ 皮・泌） 22-2205
岩下耳鼻咽喉科（ 耳鼻） 51-1187
いちご歯科 51-4182

●休日当番薬局
月日 薬局名

11月13日㈰ ひまわり上町、ひむか、みまたさくら
11月20日㈰ 東町、そうごうたかお、くげ、中原町

11月23日㈬ ひばり、下長飯、コア、いわよし、
そうごうたかお、ハロー牟田町

11月27日㈰ サンエイ、坂口、薬研、さくら、
ひむか三股

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

空
き
家
対
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

推
進
を
目
的
と
し
た
「
都
城
市
空
家
等
対

策
計
画
」
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
広
く

意
見
を
求
め
ま
す
。

●
公
表
の
場
所　

建
築
課
、
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
（
市
役
所
本
館
２
階
）、
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ

ー※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
意
見
の
募
集
期
間　

11
月
30
日
㈬
ま
で

●
意
見
の
提
出
書
類　

公
表
の
場
所
に
設

置
し
て
あ
る
「
意
見
・
情
報
提
出
書
」
を

提
出
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
得
で
き
ま
す

●
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
ま
た
は
団
体

名
を
記
入
し
、
封
書
で
建
築
課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。
フ
ァ

ク
ス
や
メ
ー
ル
の
ほ
か
、
公
表
の
場
所
で

も
提
出
で
き
ま
す
。
住
所
や
氏
名
な
ど
の

記
載
が
な
い
意
見
に
対
し
て
は
、
市
の
考

え
を
公
表
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

建
築
課

☎
23

－

２
５
８
５　

FAX

 

23

－

２
１
５
４

ken@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

ご
存
知
で
す
か
？　

検
察
審
査
会

　

検
察
審
査
会
制
度
と
は
、
検
察
官
が
犯

罪
を
犯
し
た
疑
い
の
あ
る
被
疑
者
を
不
起

訴
処
分
（
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
）

に
し
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
の
か
を
、
国

民
を
代
表
し
て
11
人
の
検
察
審
査
員
が
審

査
す
る
制
度
で
す
。

　

検
察
審
査
員
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
、

11
月
中
旬
ご
ろ
に
検
察
審
査
会
事
務
局
か

ら
案
内
が
あ
り
ま
す
。

　

宮
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　

☎
０
９
８
５

－

68

－

５
１
２
０

水
銀
体
温
計
・
水
銀
温
度
計
・

水
銀
血
圧
計
を
回
収
し
ま
す

　

水
銀
製
品
の
量
の
把
握
や
効
果
的
な
回

収
方
法
を
調
査
す
る
た
め
、
家
庭
に
あ
る

水
銀
体
温
計
な
ど
を
回
収
し
ま
す
。

●
回
収
品
目　

家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た

水
銀
体
温
計
、
水
銀
温
度
計
、
水
銀
血
圧

計
な
ど

●
回
収
期
間
・
場
所　

12
月
１
日
㈭
～
１

月
14
日
㈯
に
、
市
内
の
調
剤
薬
局
な
ど
で

回
収

　

環
境
業
務
課　

☎
24

－

５
５
６
０

大
相
撲
都
城
場
所

●
日
時　

12
月
11
日
㈰　

８
時
開
場

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

力
士
の
取
組
、
弓
取
り
式
、
ち

び
っ
こ
相
撲
な
ど

　

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

　
　

☎
23

－

２
６
１
５

平
成
28
年
分

年
末
調
整
説
明
会

●
日
時
・
対
象
（
郵
便
番
号
別
）

11
／
22
㈫

９
時
30
分
～

11
時
30
分

〒
885

－

０
０
０
１
～
０
０
７
９

ま
で
の
法
人
・
個
人

11
／
22
㈫

13
時
30
分
～

15
時
30
分

右
記
以
外
の
法
人
・
個
人

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

　

都
城
税
務
署　

☎
22

－

４
３
７
７

宮
崎
矯
正
展

●
日
時　

11
月
23
日
㈬　

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

宮
崎
刑
務
所
敷
地
内

●
内
容　

刑
務
作
業
製
品
の
展
示
販
売
や

バ
ザ
ー
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

　

宮
崎
刑
務
所

　
　

☎
０
９
８
５

－

41

－

０
６
６
２

MRTラジオ「みやこのじょうドキドキナビ」がradiko.jpで楽しめます
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都
城
歴
史
資
料
館
は
、
都
城
の
刀
工

と
し
て
大
槌
を
振
る
っ
た
氏う
じ
ふ
さ房

や
正
次

の
刀
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
写
真
は
、

そ
の
一
つ
で
あ
る
日
州
（
＝
日ひ

ゅ
う
が
の
く
に

向
国
）

正
次
銘
の
脇
指
で
す
。

　

こ
の
脇
指
は
、
正
次
が
都
城
で
鍛
え

た（
制
作
し
た
）も
の
で
す
。
も
と
も
と
、

出で

わ羽
地
方
（
山
形
県
）
の
月が
っ
さ
ん山

を
本
拠

と
す
る
月
山
鍛
冶
（
日
本
刀
の
刀
工
の

一
派
）
で
あ
っ
た
正
次
は
、
山や

ま
ぶ
し伏
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

室
町
中
期
の
こ
ろ
、
都

城
に
移
り
住
み
刀
を
鍛
え

た
正
次
。
最
も
古
い
年ね
ん

紀き

銘め
い

（
刀
を
制
作
し
た
年
月

日
）
と
し
て
は
、
明め
い
お
う応

10
年

（
１
５
０
１
）
の
脇
指
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
展
示
す
る
脇
指
は
、

現
存
す
る
数
少
な
い
正
次
の

作
品
の
中
で
二
番
目
に
古
い

も
の
で
あ
り
、
都
城
地
域
の

刀
工
史
を
研
究
す
る
史
料
と

し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

そ
の
刀
身
は
、
波
の
う
ね

り
の
よ
う
な
模
様
と
、
内
側

に
あ
る
木
の
年
輪
の
よ
う
な

模
様
が
連
な
り
、
美
し
い
姿

を
し
て
い
ま
す
。

11月11日㈮～平成29年1月9日㈪　都城歴史資料館で企画展｢刀展｣ を開催

ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

｢

脇
指（
銘

：

日に
っ
し
ゅ
う
ま
さ
つ
ぐ

州
正
次
）｣

伝
承
館
だ
よ
り

都
城
島
津

「
覚か
く
け
ん兼

日に
っ
し史

　
二
」

　

都
城
島
津
家
は
、
重
要
な
古
文
書
の

写
し
を
数
多
く
伝
承
し
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
、
印
刷
技
術
が
普
及
し
て
い
な

か
っ
た
時
代
に
は
、
原
本
を
書
き
写
す

こ
と
で
資
料
を
残
し
て
い
ま
し
た
。

　

都
城
島
津
邸
収
蔵
史
料
の
中
に
は
、

国
指
定
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
上う
わ
い井
覚
兼
日
記
」（
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
蔵
）
の
写
本
が
あ
り
ま
す
。

覚
兼
は
、
島
津
家
を
代
表
す
る
戦
国
武

将
で
、
島
津
義よ
し
ひ
さ久
に
仕
え
、
島
津
家
の

九
州
制
覇
に
貢
献
し
ま
し
た
。
日
記
に

は
、
当
時
の
合
戦
や
武
士
の
生
活
の
様

子
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
覚
兼
自
身

が
文
芸
に
も
秀
で
て
い
た
こ
と
か
ら
、

武
将
が
和
歌
や
茶
の
湯
を
た
し
な
む
様

子
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
書
物
が
印
刷

刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
都
城
島
津

家
も
、
印
刷
さ
れ
た
書
籍
を
収
集
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
重
要
な
古
文
書
な

ど
は
、
写
本
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
史
料

が
都
城
島
津
家

に
と
っ
て
重
要

な
書
物
で
あ
っ

た
こ
と
を
う
か

が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

図書館だより
※読み聞かせ会などの情報は、P18をご覧ください

◉問い合わせ
都城市立図書館	☎︎  22-0239
高城図書館	☎︎  58-4224

今月おすすめの本

抗
あらが

うニュースキャスター　
ＴＶ報道現場からの思考
金平茂紀（著）　かもがわ出版（出版）

　テレビは権力の監視役を果たして
いるのか！？　日本におけるメディ
アの危機を検証する。

一般
スマホをやめたら
生まれ変わった
クリスティーナ・クルック（著）
安部恵子（訳）　幻冬舎（出版）

　テクノロジー中心の生活に疑問を
持った著者が、31日間のネット絶ち
に挑戦。代わりに得たものとは？

一般・青少年

強くなりたいきみへ！
ラグビー元日本代表ヘッドコーチ
エディー・ジョーンズのメッセージ
エディー・ジョーンズ（著）　講談社（出版）

　Ｗ杯で日本代表を奇跡の大勝利に
導いたエディー。その指導で選手た
ちはどのように変わっていったのか。

青少年・児童
ギュレギュレ！
斉藤洋（著）　偕成社（出版）

　その奇妙なトルコ商人がもってく
る品物は、ふしぎで便利なものばか
り！　トルコ人と「私」の掛け合い
がおもしろおかしいユーモア小説。

児童

高 城 図 書 館 ●休 館 日／ 11月20日・22日・23日・29日、12月６日・13日　●開館時間／９：30 ～18：00

□都城市立図書館	 「 戦国祭り（ 冬の陣）」「 冬の絵本とクリスマス特集」ほか
□高 城 図 書 館  	 「 大人のための福袋」「 ぬいぐるみのお泊り会」ほか特設コーナー

●休 館 日／ 11月21日・23日・28日、12月１日・５日・12日　 ●開館時間／９：30 ～18：50　都城市立図書館
※水曜日は20：00まで開館
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このコーナーでは、寄せられた「 わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

に
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り

９月号
今
夏
は
、
各
地
で
台
風
や
豪
雨
の
被
害
が
出
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
非
常
持
出
品
を
用

意
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
あ
の
時
の
緊
張
感
が
薄
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
減
災
会
議
を
し
て
、
も
う
一
度

家
族
と
話
し
合
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
都
北
町　

Ｍ
・
Ｎ
さ
ん
）

資
源
ご
み
の
分
別
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目
立
ち
ま
す
。
資
源

ご
み
を
「
ご
み
」
と
呼
ぶ
か
ら
こ
そ
、
ご
み
の
意
識
が
生

ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
ご
み
」
で
は
な

く
、
立
派
な
「
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
」
と
思
え
ば
意
識
が
変

わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

（
都
島
町　

Ｔ
・
Ｉ
さ
ん
）

最
近
で
は
、
小
学
生
や
中
学
生
で
も
自
ら
命
を
絶
つ
話
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に
向
き
合
い
、
生
き

る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
支
援
し
て
い
る
人
た
ち
の
苦

労
に
感
心
し
、
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

（
都
島
町　

Ｓ
・
Ｈ
さ
ん
）

税
の
特
別
徴
収
義
務
者
が
一
斉
指
定
さ
れ
る
と
知
り
、
安

心
し
ま
し
た
。
給
料
天
引
き
に
な
る
と
、
１
回
当
た
り
の

負
担
が
減
り
、
納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す
ね
。
職
場
の

み
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■９月号クイズの結果【応募総数84通】
　◎正解／①減災 ②ゲート

広報都城

①�外国語指導助手「◯◯◯」が、英語力の向上
と国際感覚の醸成をサポートします。

問

答

②�ペットボトルや白色トレイ、名刺より大きな
紙類は「◯◯ごみ」に出しましょう。

問

答

ク イ ズ

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

◆今月号を読んでのわたしの一言

　皆さん、気持ちの
良い秋の日をお過ご
しでしょうか。
　今回のタイトル

は、モンゴルのあいさつ言葉です。
　皆さんもご存知のように、モンゴルの遊牧民は季節
ごとに移動する生活をしていて、年に少なくとも４回
以上、住む場所を変えます。その季節ごとに、春場（夏
に住む場所）、夏場、秋場、冬場と名付けた場所を転々
としながら移り住みます。夏は川沿いの近くで草がよ
く生えている所、春と秋は日当たりの良い所、冬は強
い吹雪から守ってくれる所を選びます。
　この言葉には、「家畜はこの季節を無事に乗り越え
て、世話をしている皆さんも元気でしょうか。気候も
良く、家畜の餌になる草も良く生えているでしょうか」
という意味があります。この短いあいさつに込められ
た意味のそれぞれに答えが返されるので、返事はかな
り 長 く な り ま
す。
　短い言葉です
が、相手の全て
の こ と を 気 遣
う、素敵なあい
さつだと思いま
せんか。

交流員国際
ひとりごと

ルイメド・ソヨルマーさん
（モンゴル）

Vol. ５

の

◎問い合わせ　生活文化課　☎23－2295

サ ェ ン バ イ ツ
ガーノ－！ 



施設案内 ※11月16日～12月15日の日程

◉美術館（姫城町）	 ☎25-1447
　開館時間	 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料	 無料
　休 館 日	 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　◎特別展「日本近代洋画の巨匠　和田英作展」
　11月27日㈰まで　
　一般800円、高校・大学生600円、小・中学生無料

◉都城歴史資料館（都島町）	 ☎25-8011
　開館時間	 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料	 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　　　　　　※毎週土曜日は、小・中学生は無料

　休 館 日	 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　◎企画展「刀展」　 平成29年１月９日㈪まで

◉都城島津邸（早鈴町）	 ☎23-2116
　開館時間	 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
　観 覧 料 「本宅」小学生以上100円
　休 館 日	 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　◎特別展「武士のたしなみー天下布武から文武両道へー」
　11月27日㈰まで
　一般400円、高校・大学生300円、小・中学生無料

◉人形の館（山之口町）	 ☎57-5295
　開館時間	 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料	 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日	 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町）	☎57-3713
　開館時間	 ９：00～17：00
　入 館 料	 無料
　休 館 日	 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉高城郷土資料館（高城町）	 ☎58-5963
　開館時間	 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料	 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日	 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町） 	☎58-6900
　開館時間	 10：00 ～ 16：00
　入 館 料	 大人200円、小・中学生100円
　休 館 日	 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉たちばな天文台（高崎町）	 ☎62-4936
　開館時間	 10：00～15：00
　金、土、祝日の前日は19：00 ～ 22：00も開館
　入 館 料	 中学生以上310円、小学生100円
　休 館 日	 毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）

POST  C AR D

8  8   5   8   5  5  552円切手を
お貼りください

【クリスマスケーキ（５号）  ２人】
読者プレゼント
今月の 

※�このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集
しています。詳細については秘書広報課まで問い合わせください。

商品提供事業者
都城菓子商工業組合（昭栄堂　☎22-4318）

　今回は、クリスマスに合
わせ、都城菓子商工業組合
から提供のクリスマスケー
キをプレゼント。今年のク
リスマスは、同組合加盟店
のクリスマスケーキを、ぜ
ひご賞味ください。

◎�応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、
電話番号と、わたしの一言や11月号を読んだ感
想を書いて〒885ー 8555 秘書広報課まで。正解
者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

◎�応募締め切り　11月30日㈬ 当日消印有効
◎�当選者発表　本紙１月号
◎�９月号当選者　内村成人さん（下長飯町） 他１人

※�応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品発送以外には利用しません

都城市役所 秘書広報課 行
　（ 広報都城  No.131  2016年11月号）

氏　名

住　所

電話番号 （ 　　　　   ）　　　　ー

ペンネームまたはイニシャル

フ リ ガ ナ

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます



ウオーキング
で健康づくり!  

みやこのじょうウオーキングマップ活用術⑥

インフォメーション

都城市現住人口

今月の表紙
世代を超えてサッカーを楽しむ
　地域内のサッカー選手が一堂に会する「都城地区サッ
カーフェスティバル」が 9 月 22 日、高崎総合公園で開
催されました。サッカーの普及・振興と技術力向上を目
的に毎年開催される同
イベントに、未就学児
から壮年まで約千人が
参加。世代別の選抜試
合や交流試合などを行
い、額に汗を流しなが
ら必死にボールを追い
駆けていました。

　私たちは、広報紙をはじめホームページやフェイスブッ
クなど、さまざまな方法で都城の旬な情報を皆さんにお届
けしています。そしてこの度、月曜日から金曜日の午後３
時 30 分から MRT ラジオで放送している「みやこのじょう
ドキドキナビ」が、パソコンやスマートフォンでもラジコ

（radiko.jp）を利用して聞けるようになりました。放送後、
1 週間はいつでも自分の都合に合わせて聞くことができる
このサービス。これまで放送を聞き逃していた皆さん、ぜひ、
利用してみてくださいね。（道）

編 集 後 記

スマートフォンで
も市政情報を発信

●日時　12月13日㈫
　　　　開演19：00（開場18：00）
●料金　全席指定　S席7,100円　A席6,070円
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

feat. アドリアン・フェロー＆サイモン・フィリップス
「SPARK」JAPAN  TOUR  2016

上原ひろみ　ザ・トリオ・プロジェクト

　世界的ジャズピアニスト・
上原ひろみが、全米ジャズ・
チャート１位となったアル
バム「ＳＰＡＲＫ」を携えて、
ＭＪに登場！

●日時　11月25日㈮　18：30 ～ 19：30
●料金　600円（ 全席自由）
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

　聞き覚えのある懐かしい昭和
の名曲の数々を、ボーカル（永野
朱美）とピアノ、パーカッション
でお届けします。プラザのイルミ
ネーションをバックに、素敵な時
間を過ごしてみませんか。

イルミネーションと楽しむ  昭和の懐かし音色

平成28年10月１日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,203世帯 33 -1,325
人口総数 164,034人 -8 -1,344
男　　性 77,082人 -10 -485
女　　性 86,952人 2 -859
※平成27年国勢調査速報値に基づく推計人口です

市役所の開庁時間    平日８：30～17：15  ※土・日・祝日は閉庁
■ 毎週木曜日
　市民課窓口は17：15 ～ 19：00まで夜間対応
■ 土・日曜日
　図書館では、住民票と印鑑証明書を発行
　9：30 ～ 17：00 （ 12：00 ～ 13：00を除く）

番組紹介
■ BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」※毎回10分間放送
	 ① 6：50 ～	 ②11：50 ～	 ③17：50 ～
	 ④20：50 ～	 ⑤22：50 ～
■ MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイド FM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」

毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■ シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）　
　「インフォメーションM」

毎週月～金曜日  9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59

横市地区：母智丘を歩こう！　 コース
誰もが知る観光スポットを楽しむコース

　横市地区では、桜の名所
として知られる母智丘公
園と、そこに通じる桜並木
をメーンとした往復4.2km
のコースを、ウオーキング
マップに紹介しています。
　訪れる人たちに気持ち
良く歩いてもらえるよう、
コース沿線では、地域のボ
ランティアの皆さんが、花

見のシーズンなどに清掃活動をしています。
　市民の皆さんに馴染みの深いこのコースは、特に
春がお薦め。トーチカ跡では、桜の他にも、住民の皆さ
んが植えた花々が、出迎
えてくれます。そして、
コース折り返しの母智
丘神社と展望台からは、
都城盆地が一望でき、爽
快な気分になれますよ。

横市地区健康づくり会
白石　康子さん
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